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平成２３年第１回大仙市議会定例会会議録第１号

平成２３年２月２８日（月曜日）

議 事 日 程 第 １ 号

平成２３年２月２８日（月曜日）午前１０時開議

第 １ 会議録署名議員の指名

第 ２ 会期の決定 （１８日間）

第 ３ 議長報告 ・専決処分報告（法第１８０条関係）

・例月現金出納検査結果

・定期監査（後期）報告書

第 ４ 施政方針演説

第 ５ 議案第 ２３号 大仙市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について

（質疑・討論・表決）

第 ６ 議案第 ２４号 大仙市議会の議員の議員報酬、費用弁償等に関する条例の一

部を改正する条例の制定について （質疑・討論・表決）

第 ７ 議案第 ２５号 大仙市地域情報通信基盤光ファイバ網敷設工事請負契約の変

更について

（説明・質疑・委員会付託・委員長報告・質疑・討論・表決）

第 ８ 議案第 ２６号 大仙市移動通信用鉄塔設置条例の一部を改正する条例の制定

について （説 明）

第 ９ 議案第 ２７号 大仙市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条

例の制定について （説 明）

第１０ 議案第 ２８号 大仙市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関

する条例の一部を改正する条例の制定について （説 明）

第１１ 議案第 ２９号 大仙市特別会計条例の一部を改正する条例の制定について

（説 明）

第１２ 議案第 ３０号 大仙市肉用牛特別導入事業基金条例の一部を改正する条例の

制定について （説 明）
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第１３ 議案第 ３１号 大仙市水洗便所等改造資金貸付基金条例の一部を改正する条

例の制定について （説 明）

第１４ 議案第 ３２号 大仙市立太田緑地広場条例の一部を改正する条例の制定につ

いて （説 明）

第１５ 議案第 ３３号 大仙市牧野条例の一部を改正する条例の制定について

（説 明）

第１６ 議案第 ３４号 大仙市高速自動車国道活用施設ぬく森プラザ条例の一部を改

正する条例の制定について （説 明）

第１７ 議案第 ３５号 大仙市児童館及び児童センターに関する条例の一部を改正す

る条例の制定について （説 明）

第１８ 議案第 ３６号 大仙市保健センター設置条例の一部を改正する条例の制定に

ついて （説 明）

第１９ 議案第 ３７号 大仙市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定につい

て （説 明）

第２０ 議案第 ３８号 大仙市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例の制定につ

いて （説 明）

第２１ 議案第 ３９号 大仙市営住宅条例の一部を改正する条例の制定について

（説 明）

第２２ 議案第 ４０号 大仙市下水道条例の一部を改正する条例の制定について

（説 明）

第２３ 議案第 ４１号 大仙市農業集落排水施設の設置及び管理に関する条例の一部

を改正する条例の制定について （説 明）

第２４ 議案第 ４２号 大仙市戸別浄化槽の整備に関する条例の一部を改正する条例

の制定について （説 明）

第２５ 議案第 ４３号 大仙市立学校設置条例の一部を改正する条例の一部を改正す

る条例の制定について （説 明）

第２６ 議案第 ４４号 大仙市立教育研究所設置条例の一部を改正する条例の制定に

ついて （説 明）

第２７ 議案第 ４５号 大仙市公民館条例の一部を改正する条例の制定について

（説 明）
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第２８ 議案第 ４６号 大曲市へき地保育所条例の一部を改正する条例の制定につい

て （説 明）

第２９ 議案第 ４７号 大仙市清水診療所設置条例を廃止する条例の制定について

（説 明）

第３０ 議案第 ４８号 大仙市北楢岡多目的研修集会施設の設置及び管理に関する条

例を廃止する条例の制定について （説 明）

第３１ 議案第 ４９号 大仙市営神岡スキー場条例を廃止する条例の制定について

（説 明）

第３２ 議案第 ５０号 大仙市営西仙北スキー場設置条例を廃止する条例の制定につ

いて （説 明）

第３３ 議案第 ５１号 大仙市営仙北スキー場設置条例を廃止する等の条例の制定に

ついて （説 明）

第３４ 議案第 ５２号 大仙市地上デジタル放送再送信施設設置条例の制定について

（説 明）

第３５ 議案第 ５３号 大仙市地上デジタル放送再送信施設管理運営基金条例の制定

について （説 明）

第３６ 議案第 ５４号 大仙市地域中核病院整備支援基金条例の制定について

（説 明）

第３７ 議案第 ５５号 大仙市大曲地域職業訓練センター条例の制定について

（説 明）

第３８ 議案第 ５６号 大曲仙北広域市町村圏組合規約の一部変更について

（説 明）

第３９ 議案第 ５７号 大仙市協和モーターサイクル場の指定管理者の指定について

（説 明）

第４０ 議案第 ５８号 市道の路線の認定及び廃止について （説 明）

第４１ 議案第 ５９号 平成２２年度大仙市宅地造成事業特別会計への繰入額の変更

について （説 明）

第４２ 議案第 ６０号 平成２２年度大仙市簡易水道事業特別会計への繰入額の変更

について （説 明）
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第４３ 議案第 ６１号 平成２２年度大仙市介護老人保健施設介護サービス事業特別

会計への繰入額の変更について （説 明）

第４４ 議案第 ６２号 平成２３年度大仙市宅地造成事業特別会計への繰入れについ

て （説 明）

第４５ 議案第 ６３号 平成２３年度大仙市簡易水道事業特別会計への繰入れについ

て （説 明）

第４６ 議案第 ６４号 平成２３年度大仙市公共下水道事業特別会計への繰入れにつ

いて （説 明）

第４７ 議案第 ６５号 平成２３年度大仙市特定環境保全公共下水道事業特別会計へ

の繰入れについて （説 明）

第４８ 議案第 ６６号 平成２３年度大仙市特定地域生活排水処理事業特別会計への

繰入れについて （説 明）

第４９ 議案第 ６７号 平成２３年度大仙市農業集落排水事業特別会計への繰入れに

ついて （説 明）

第５０ 議案第 ６８号 平成２３年度大仙市介護老人保健施設介護サービス事業特別

会計への繰入れについて （説 明）

第５１ 議案第 ６９号 平成２３年度大仙市老人デイサービス事業特別会計への繰入

れについて （説 明）

第５２ 議案第 ７０号 平成２３年度大仙市スキー場事業特別会計への繰入れについ

て （説 明）

第５３ 議案第 ７１号 平成２２年度大仙市一般会計補正予算（第１２号）

（説 明）

第５４ 議案第 ７２号 平成２２年度大仙市国民健康保険事業特別会計補正予算（第

６号） （説 明）

第５５ 議案第 ７３号 平成２２年度大仙市老人保健特別会計補正予算（第２号）

（説 明）

第５６ 議案第 ７４号 平成２２年度大仙市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２

号） （説 明）

第５７ 議案第 ７５号 平成２２年度大仙市土地区画整理事業特別会計補正予算（第

４号） （説 明）
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第５８ 議案第 ７６号 平成２２年度大仙市奨学資金特別会計補正予算（第１号）

（説 明）

第５９ 議案第 ７７号 平成２２年度大仙市宅地造成事業特別会計補正予算（第２

号） （説 明）

第６０ 議案第 ７８号 平成２２年度大仙市簡易水道事業特別会計補正予算（第５

号） （説 明）

第６１ 議案第 ７９号 平成２２年度大仙市公共下水道事業特別会計補正予算（第３

号） （説 明）

第６２ 議案第 ８０号 平成２２年度大仙市特定環境保全公共下水道事業特別会計補

正予算（第３号） （説 明）

第６３ 議案第 ８１号 平成２２年度大仙市農業集落排水事業特別会計補正予算（第

３号） （説 明）

第６４ 議案第 ８２号 平成２２年度大仙市介護老人保健施設介護サービス事業特別

会計補正予算（第３号） （説 明）

第６５ 議案第 ８３号 平成２２年度大仙市スキー場事業特別会計補正予算（第３

号） （説 明）

第６６ 議案第 ８４号 平成２２年度大仙市淀川財産区特別会計補正予算（第１号）

（説 明）

第６７ 議案第 ８５号 平成２２年度大仙市上水道事業会計補正予算（第４号）

（説 明）

第６８ 議案第 ８６号 平成２３年度大仙市一般会計予算 （説 明）

第６９ 議案第 ８７号 平成２３年度大仙市国民健康保険事業特別会計予算

（説 明）

第７０ 議案第 ８８号 平成２３年度大仙市後期高齢者医療特別会計予算（説 明）

第７１ 議案第 ８９号 平成２３年度大仙市土地区画整理事業特別会計予算

（説 明）

第７２ 議案第 ９０号 平成２３年度大仙市学校給食事業特別会計予算 （説 明）

第７３ 議案第 ９１号 平成２３年度大仙市奨学資金特別会計予算 （説 明）

第７４ 議案第 ９２号 平成２３年度大仙市宅地造成事業特別会計予算 （説 明）

第７５ 議案第 ９３号 平成２３年度大仙市簡易水道事業特別会計予算 （説 明）
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第７６ 議案第 ９４号 平成２３年度大仙市公共下水道事業特別会計予算（説 明）

第７７ 議案第 ９５号 平成２３年度大仙市特定環境保全公共下水道事業特別会計予

算 （説 明）

第７８ 議案第 ９６号 平成２３年度大仙市特定地域生活排水処理事業特別会計予算

（説 明）

第７９ 議案第 ９７号 平成２３年度大仙市農業集落排水事業特別会計予算

（説 明）

第８０ 議案第 ９８号 平成２３年度大仙市介護老人保健施設介護サービス事業特別

会計予算 （説 明）

第８１ 議案第 ９９号 平成２３年度大仙市老人デイサービス事業特別会計予算

（説 明）

第８２ 議案第１００号 平成２３年度大仙市スキー場事業特別会計予算 （説 明）

第８３ 議案第１０１号 平成２３年度大仙市内小友財産区特別会計予算 （説 明）

第８４ 議案第１０２号 平成２３年度大仙市大川西根財産区特別会計予算（説 明）

第８５ 議案第１０３号 平成２３年度大仙市荒川財産区特別会計予算 （説 明）

第８６ 議案第１０４号 平成２３年度大仙市峰吉川財産区特別会計予算 （説 明）

第８７ 議案第１０５号 平成２３年度大仙市船岡財産区特別会計予算 （説 明）

第８８ 議案第１０６号 平成２３年度大仙市淀川財産区特別会計予算 （説 明）

第８９ 議案第１０７号 平成２３年度市立大曲病院事業会計予算 （説 明）

第９０ 議案第１０８号 平成２３年度大仙市上水道事業会計予算 （説 明）

出席議員（２９人）

１番 大 野 忠 夫 ２番 佐 藤 文 子 ３番 後 藤 健

４番 佐 藤 隆 盛 ５番 藤 井 春 雄 ６番 杉 沢 千恵子

７番 茂 木 隆 ８番 小 山 緑 郎 ９番 小 松 栄 治

１０番 冨 岡 喜 芳 １１番 佐 藤 清 吉 １２番 石 塚 柏

１３番 金 谷 道 男 １４番 武 田 隆 １５番 渡 邊 秀 俊

１６番 高 橋 敏 英 １７番 １８番 佐 藤 芳 雄

１９番 大 山 利 吉 ２０番 北 村 稔 ２１番 高 橋 幸 晴

２２番 本 間 輝 男 ２３番 橋 本 五 郎 ２４番 藤 田 君 雄



- 7 -

２５番 橋 村 誠 ２６番 佐 藤 孝 次 ２７番 千 葉 健

２８番 鎌 田 正 ２９番 竹 原 弘 治 ３０番 児 玉 裕 一

欠席議員（０人）

説明のため出席した者

市 長 栗 林 次 美 副 市 長 久 米 正 雄

副 市 長 山王丸 愛 子 教 育 長 三 浦 憲 一

代 表 監 査 委 員 福 原 堅 悦 総 務 部 長 老 松 博 行

企 画 部 長 小 松 辰 巳 市 民 生 活 部 長 元 吉 峯 夫

健 康 福 祉 部 長 武 藤 芳 和 農 林 商 工 部 長 藤 原 薫

建 設 部 長 田 口 隆 志 病 院 事 務 長 伊 藤 和 保

水 道 局 長 藤 田 良 雄 教 育 次 長 髙 橋 修 司

教 育 次 長 青 谷 晃 吉 総 務 課 長 進 藤 雅 彦

議会事務局職員出席者

局 長 佐々木 誠 治 参 事 竹 内 徳 幸

主 幹 伊 藤 雅 裕 主 査 菅 原 直 久

主 事 中 川 智 晴

午前１０時００分 開 会

○議長（児玉裕一君） おはようございます。

これより平成２３年第１回大仙市議会定例会を開会いたします。

市長から招集のあいさつがあります。栗林市長。

○市長（栗林次美君）【登壇】 皆さんおはようございます。

招集のごあいさつを申し上げます。

本日、平成２３年第１回大仙市議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位にお

かれましては、ご参集をいただきまして誠にありがとうございます。

今次定例会におきましては、平成２３年度の市政運営に関する基本方針を述べ、議員

各位のご意見をちょうだいいたしたいと存じます。
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また、今次定例会でご審議をお願いいたします案件は、条例案３０件、単行案１６件、

補正予算案１５件、当初予算案２３件の合計８４件となっております。

なお、議案第２５号、地域情報通信基盤光ファイバ網敷設工事請負契約の変更につき

ましては、契約金額を減ずる内容でありますが、本日までとなっている工期の延長も伴

うことから、本日議決をいただきたく、ご配慮を賜りますようお願い申し上げます。

このほか、会期中に準備が整い次第、市道中仙４号線館ノ内北川橋橋梁上部工事請負

契約の締結に係る単行案を追加提案させていただく予定であります。

各案件につきまして、よろしくご審議を賜りますようお願い申し上げます。

この場をお借りいたしまして、今冬の豪雪対策などについてご報告いたします。

今冬は、平成１８年以来の豪雪に見舞われ、特に１月は記録的な降雪となり、毎日が

まさに雪との格闘でありました。

この間、市におきましては、死者５名、負傷者２５名、住家の一部損壊が４件、非住

家の倒壊が２棟、一部損壊が６件など多くの被害が発生したところであり、亡くなられ

た方々に対し、心からご冥福をお祈りいたしますとともに、被害に遭われた皆様には重

ねて心からお見舞いを申し上げます。

市では、１月１３日に「雪害警戒対策部」を設置、１月２４日には「豪雪対策本部」

を設置し、市道の除雪強化をはじめ、市街地の排雪や相談体制の充実に努めるとともに、

高齢者世帯や空き家など除雪が困難となっている箇所に対しては市職員を派遣するなど、

災害対策に万全を期したところであります。

しかしながら、２月には降雪も少なくなり積雪深も警戒基準を下回ったこと、また、

市民生活に大きな影響が見られなくなったことから、去る２月２５日午後５時をもって

「雪害警戒対策部」に切り替えたところであります。

また、大仙市社会福祉協議会を主体に結成された除雪ボランティア「大仙雪まる隊」

をはじめ、市内中高生、各事業所によるボランティア活動や各地域・集落での助け合い

による除雪活動など、その取り組みに対しまして改めて敬意と感謝の意を表したいと存

じます。

農林水産関係の被害状況につきましては、パイプハウスなど農業施設への被害は明ら

かになりつつありますが、現在のところ、果樹を含めた被害の全容把握に至っておりま

せん。今後、融雪に伴ってさらなる被害も予想されることから、雪解けを待って再度調

査を実施し、支援策を検討してまいります。
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なお、道路排雪及び除雪経費等がかさんだことから、今次定例会に予算の補正をお願

いしております。

次に、職員による自動車の酒酔い運転についてご報告申し上げます。

道路河川課の５６歳の男性主席主査が、去る１月２２日土曜日の昼頃、焼酎の水割り

をコップ３杯のみ、午後３時頃に温泉施設に行くために自動車を運転して、道路脇の雪

壁に衝突する自損事故を起こしたものであります。

警察の取調べや本人からの事情聴取、また、同職員が平成１１年にも自動車の酒気帯

び運転による追突事故を起こし、停職１カ月の懲戒処分を受けていることなどを踏まえ、

去る２月２５日の職員事故等審査委員会の審査を経て、同日付けで同職員を懲戒免職処

分としたところであります。

また、上司である建設部長及び道路河川課長につきましては、厳重注意処分といたし

ました。

飲酒運転については、職員に対し、その根絶に向け再三にわたり厳重に注意してま

いったところでありますが、このような事態となり、弁解の余地もありません。大変申

しわけありませんでした。

今後このようなことがないよう、なお一層、厳しく職員を指導してまいりたいと存じ

ます。

以上をもちまして、招集のあいさつ並びに諸般の報告を終わります。

午前１０時０６分 開 議

○議長（児玉裕一君） これより本日の会議を開きます。

○議長（児玉裕一君） 本日の議事は、議事日程第１号をもって進めます。

○議長（児玉裕一君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第８１条の規定により、議長において、１０番冨岡喜芳

君、１１番佐藤清吉君、１２番石塚柏君を指名いたします。

○議長（児玉裕一君） 次に、日程第２、会期の決定を議題といたします。

お諮りいたします。今期定例会の会期は、本日から３月１７日までの１８日間といた
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したいと思います。これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（児玉裕一君） ご異議なしと認めます。よって、会期は１８日間と決定いたしま

した。

○議長（児玉裕一君） 次に、日程第３、この際、諸般の報告をいたします。

議会の委任による専決処分報告１件が市長から、例月現金出納検査結果及び定期監査

（後期）報告書が代表監査委員からそれぞれ提出されましたので、これを別添お手元に

配付のとおり報告いたします。

○議長（児玉裕一君） 次に、日程第４、市長から施政方針演説のため発言の申し出があ

りますので、これを許します。栗林市長。

○市長（栗林次美君）【登壇】 平成２３年第１回大仙市議会定例会にあたり、市政の運

営の基本方針と施策の概要を述べ、市民の皆様をはじめ、議員各位のご理解とご協力を

賜りたいと存じます。

平成１７年３月２２日に１市６町１村が合併し、大仙市が誕生してから早いもので６

年が経とうとしております。

私は、市長就任以来、「市政は市民のために」を基本理念に、本市の将来都市像であ

ります「人が活き人が集う夢のある田園交流都市」の実現に向け努めてまいりました。

私に与えられた最大の責務は、本市が一体性のある自治体として発展していくための基

礎を固め、軌道に乗せることであると考え、旧市町村が築いてきた産業や文化、伝統、

まちづくりの方針を大切に、地方分権時代にふさわしい「市民と行政との協働の地域づ

くり」を推進してまいりました。

一方、社会経済情勢は刻一刻と変化しており、特に経済については、一部に明るい兆

しが見られるものの、本市のような地方都市においては閉塞感を払拭できない状況にあ

り、市民生活を営む上での不安材料となっていることから、一刻も早くこの状況を打開

し、市民の皆様が希望を持って暮らせるような施策の推進が喫緊の課題であると強く認

識しております。

市では、こうした課題にしっかりと対応し、より良いまちづくりを進めていくために、

新たに平成２３年度を初年度とする後期基本計画とそれに基づく実施計画の策定を進め
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ており、前期計画での成果や反省点を踏まえつつ、市民の声を市政に反映させることを

基本に、向こう５年間の市政運営の基本的な方策を定めることとしております。

これまで市民の皆様とともに進めてきた事業の成果を土台に、一体感のある「大仙

市」としての取り組みを前面に打ち出しながら、この新たな基本計画のもと、各種施策

・事業を効果的・効率的に実施し、将来都市像の実現に向け、より一層邁進してまいり

たいと考えております。

それでは、はじめに本市の主要課題についてその基本的な考えを申し述べたいと存じ

ます。

主要課題の第１は、市民生活の安定と経済の活性化についてであります。

現在の日本経済は、世界金融危機の影響等による景気の低迷から緩やかに回復してい

くことが期待されておりますが、地方経済は、これまでの景気の冷え込みによる影響が

根強く、明るい兆しを見出せない状況が続いております。

本市では、こうした状況を踏まえ、国や県の対策との調整を図りながら、県内市町村

ではいち早く「大仙市経済・雇用・生活緊急対策」と「行動計画」を策定したところで

あり、この計画に基づく施策を平成２１年１月から実施してまいりました。

しかしながら、依然として厳しい地域の経済情勢等に鑑み、より一層の対策を図るた

め、今般、第３次行動計画を策定したところであり、市民生活の安定と経済の活性化に

向け、引き続き、雇用対策及び就労支援の充実、切れ目のない企業支援、消費活動の奨

励などを柱とした対策を一体的・総合的に推進してまいります。

第２に、子育て支援と教育の充実についてであります。

大仙市が元気で活力ある地域となるためには、子供を安心して産み、健やかに育てら

れる環境の整備と、心豊かで創造力にあふれる人材の育成につながる教育の充実が重要

であります。

これまで、若い世代に対する子育て支援などに積極的に取り組み、全県下でも手厚い

子育て支援環境を構築してきたところでありますが、今後も子供を安心して産み、育て

られる環境づくりを着実に進めてまいります。

また、学校教育についても、児童生徒の望ましい学習や生活習慣の維持向上に積極的

に取り組んできたほか、急速に進む少子化の中で、より良い学習環境づくりに向けて学

校規模適正化や施設整備、耐震補強などに努めてきたところであり、現在、全国学力、

体力・運動能力等の調査において本市の児童生徒が全国トップクラスに位置しているこ
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とは、こうした取り組みが実を結んでいることの表れであると考えております。

今後とも、本市の教育目標であります「生きてはたらく知恵を育み、創造力にあふれ

る人づくり」に向け、保護者や地域との連携を図りながら、取り組みをより一層充実さ

せてまいります。

第３に、安心できる健やかな暮らしの実現についてであります。

市民の健康維持・向上のためには、安心できる医療体制の構築や生活習慣病などの疾

病の未然防止、健康づくりに取り組める環境の整備が必要不可欠であると考えます。

安心できる医療体制の構築につきましては、関係の皆様からのご協力を得ながら、地

域の中核病院である仙北組合総合病院の改築整備の推進をはじめ、祝休日・夜間の医療

体制の充実や災害時における医療体制づくり、医師確保対策など地域医療体制のさらな

る充実に努めてまいります。

疾病の予防や早期発見・早期治療につきましては、子宮頸がん・ヒブ・小児用肺炎球

菌の３ワクチンの接種費用を全額助成するとともに、本県において死亡率が極めて高い

大腸がんについては、国立がん研究センターと昭和大学の研究事業にモデル市として参

画することにより、大腸がんの早期発見・早期治療に努めてまいります。

また、自殺が大きな社会問題となっていることから、その予防対策として施策の強化

を図ってまいります。

第４に、活力ある農林水産業の確立についてであります。

国では、平成２２年度において実施した「戸別所得補償モデル事業」について、平成

２３年度から畑作物にも対象範囲を拡大し、「戸別所得補償制度」として本格実施する

こととしております。

県におきましても、秋田県農林漁業振興臨時対策基金を活用した「農林漁業競争力強

化・躍進プラン」により、集中的に秋田県の農林漁業の構造改革を進めようとしており

ます。

市では、平成２３年度から向こう５年間を見据えた新たな「農業振興計画」を策定し

たところであり、この計画では「担い手の育成と生産環境の整備」、「地域に適合した

作物づくり」、「加工・販売・交流型農業の推進」、「農山村環境の改善と保全」を柱

に、国や県の農業施策を的確に捉えつつ、今後の市場動向にも迅速に対応できるような

活力ある農林水産業の確立に向けて取り組みを着実に進めてまいります。

主要課題の最後は、長寿社会に対応できる地域公共交通の確立についてであります。
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地域公共交通については、平成２０年２月に策定した「大仙市の新しい地域公共交通

計画」に基づき、路線バスの廃止に伴う代替交通や公共交通空白地域の解消策として乗

合タクシー、コミュニティバスを運行し、日常生活に不可欠な移動手段の確保に努めて

まいりました。

今般、平成２３年度から５カ年の次期計画として「大仙市のよりよい地域公共交通計

画」の策定作業を進めているところであり、市内において基幹路線としての役割を担う

バス路線の維持方針とその運営方式の見直しや、これに連結する乗合タクシーなど既存

の交通システムの利便性向上に向けた事業、市民と行政の協働による新たな交通システ

ムの検討のほか、鉄道に関する利用者ニーズ調査に基づき、ダイヤ改正及び増発につい

てＪＲに要望することなどを盛り込むこととしております。

本計画のもと、今後も市民の日常生活の足の確保に努め、市民・運行事業者・行政の

三者で支え合う、長寿社会に対応した地域公共交通の実現に向けて努力してまいりたい

と存じます。

次に、平成２３年度当初予算（案）について、財政方針も含めてご説明申し上げます。

本市におきましては、長引く景気の低迷や人口の減少を受け、自主財源の柱である市

税収入の落ち込みに加え、社会保障費や市債償還額の増大により、厳しい財政状況が続

いております。

平成２３年度当初予算につきましては、こうした状況を踏まえ、今後の国の施策や経

済対策、地方財政計画を見極めつつ、スクラップ・アンド・ビルドを基本に、一件審査

方式による既存事業の見直しや財源確保、効果的な事業の創設など、行財政運営の簡素

化・効率化に向けた丁寧な編成に努めたほか、「経済対策・雇用対策・生活対策」や

「地域医療の推進」、「子育て支援及び教育の充実」、「農業振興」などの主要事業を

着実に実行していくことを重視した編成を行ったところであります。

また、平成２７年度から合併特例措置逓減・廃止を踏まえ、本市の持続可能な財政基

盤を確立するため、市債発行額を抑制するなど将来を見据えた予算としております。

一般会計予算につきましては、総額は４４１億２，５２３万４千円で、前年度に比べ

５億６，４９０万７千円の増、率にして１．３％の増となっており、予算規模が３年連

続して前年度比プラスとなる、地域経済の情勢を踏まえた「積極型予算」としておりま

す。

なお、１月の市議会臨時会において議決をいただいた、国の経済対策として平成２２
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年度から繰り越しして実施する「きめ細かな交付金」５億５，４００万円を加えた一般

会計の予算総額は４４６億７，９２３万４千円となり、１４カ月予算として編成したも

のであります。

また、特別会計予算につきましては、平成２２年度をもって３つの会計が廃止となる

ことから２０会計となり、総額は２１１億９，４２２万９千円となるほか、企業会計は

２事業で２１億４，４４３万３千円であります。

これにより、本市の平成２３年度当初予算の全体額は６７４億６，３８９万６千円と

なり、前年度に比べ３億１，８６４万４千円の増、率にして０．５％の増となります。

平成２３年度は地方交付税が増額され、地方交付税の代替財源である臨時財政対策債

が減額となっておりますが、一般財源の総額については前年度と同額程度を確保してお

ります。

市債の発行につきましては、「公債費負担適正化計画」を遵守し、臨時財政対策債な

どを除いた建設事業債等については、各種事業の見直しなどにより、計画額を７億

２，０００万円下回る予算計上となっており、平成２３年度末の臨時財政対策債を除く

全会計の市債残高は、前年度を４０億円下回る９００億円程度まで抑制される見込みで

あります。

平成２３年度においても、高利率の市債の借り換えによる利息の軽減や繰上償還によ

る市債残高の抑制に努めるほか、「公債費負担適正化計画」の計画期間内における建設

事業債等の発行額については、元金償還額の８割以内に抑制することとし、平成２８年

度末の残高を７７０億円以内とするなど、将来負担の軽減を図ってまいります。

なお、平成２３年度当初予算においては、市債発行額を除いた歳入予算が市債償還額

を除いた歳出予算を上回っていることから、基礎的財政収支は黒字に保たれております。

一方、経済事情の変動や災害復旧など不測の事態に対応するための財源として積み立

てしている財政調整基金につきましては、平成２０年度までは毎年取り崩しを行って予

算編成してまいりましたが、平成２１年度からは取り崩しを行わず積み増しを図ったこ

とから、平成２２年度末の基金残高は、当市における標準財政規模約３００億円の５％

を超える１６億６，０００万円を見込んでおります。

平成２３年度当初予算においても、取り崩しを行わず積み増しすることにより、予算

編成後の基金残高は１７億１，０００万円程度になるものと見込んでおりますが、年度

内の財政運営においてできる限りさらなる積み増しを行い、年度末の、２３年度末の残
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高を２０億円程度確保できるよう努めてまいります。

このようなことを踏まえ、主な財政指標については、平成２１年度決算において

１９．０％であった実質公債費比率を１８．５％へ、同じく９０．３％であった経常収

支比率を８０％台後半へ、また、１８８．３％であった将来負担比率を１７０％台へ改

善する目標を掲げ、財政運営を進めてまいります。

次に、平成２３年度の主な施策の概要について、総合計画の施策の体系順に説明いた

します。

はじめに、健康福祉分野についてであります。

「大仙市高齢者プラン」、「大仙市障がい者計画」及び「第２期大仙市障がい福祉計

画」につきましては、平成２３年度が計画期間の総括年度となり、これまでの実績を検

証しながら、新たに平成２４年度からの計画策定に取り組んでまいります。

保健・医療の充実につきましては、引き続き各種健（検）診事業や乳幼児及び児童生

徒の予防接種の実施並びに健（検）診後の健康管理を強化し、病気の予防、早期発見・

早期治療など健康の維持増進を図ってまいります。

また、主要課題の説明でも申し上げましたが、子宮頸がん予防ワクチン、ヒブワク

チン、小児用肺炎球菌ワクチンの接種費用を平成２３年度から全額助成し、市の委託を

受けた医療機関において接種できることとしております。特に、子宮頸がん予防ワク

チンの接種については、国の補助対象から外れる高校２年生及び高校３年生相当年齢の

女子に対し、市単独事業として実施するとともに、子宮頸がん集団検診年齢を２０歳か

ら１９歳に引き下げるなど、ワクチン接種と検診を充実させることにより、子宮頸がん

の予防と早期発見・早期治療に結びつけてまいります。

大腸がん検診については、国立がん研究センターと昭和大学が研究事業として実施し

ている大腸がん検診研究事業にモデル市として参画いたします。この研究事業は、仙北

市立角館総合病院を実施医療機関とし、４０歳以上７４歳までの一般市民を対象に、現

在の便潜血検査に加え大腸内視鏡検査を併用する検診を１０年間継続して行うことによ

り、大腸内視鏡検査の有効性を評価・研究するものであり、平成２３年度は、当該病院

に近い太田地域と中仙地域を対象に実施してまいります。

なお、平成２４年度からは対象地域をさらに拡大して実施する予定となっております。

自殺予防対策については、嘱託職員として臨床心理士を配置し、市自殺予防ネット

ワーク推進協議会や関係機関、各種団体と連携を図り、相談窓口体制の強化、予防啓発
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活動の推進、メンタルヘルスサポーターの育成、自殺未遂者対策など、地域ぐるみの心

のネットワークづくりに取り組んでまいります。

中仙地域の診療所については、その役割を終えることにより、清水診療所を平成２２

年度、豊岡へき地診療所を平成２６年３月をもって廃止することとしておりますが、今

般廃止される清水診療所の利用者には、代替医療機関に通院するための交通費助成を向

こう３年間実施いたします。

子育て支援の充実につきましては、平成２２年度から支給が始まった「子ども手当」

について、国の方針に基づき、平成２３年度は３歳未満児分の支給額を月額１万３千円

から２万円に引き上げて支給することとして、その準備体制を整えておりますが、現在、

支給の根拠となる法案と財源となる国の予算の成立が不透明な状況にあることから、今

後の国の動向を注視してまいりたいと存じます。

放課後児童クラブにつきましては、平成２４年度に予定している西仙北地域の小学校

統合により利用児童数の増加が見込まれ、現在のクラブ室が狭隘になることが予想され

ることから、刈和野小学校敷地内にクラブ室を新たに整備いたします。

また、保育園には、障がいのある児童や何らかの支援を要する児童への対応として保

育支援員を配置しておりますが、さらに６名増員し４２名体制として保育体制の一層の

充実を図ってまいります。また、児童相談強化事業として、保育アドバイザーを１名か

ら２名に、家庭相談員を２名から３名にそれぞれ増員し、増加する相談への対応や問題

の早期発見など、良好な子育て環境の整備に努めてまいります。

次代を担う子供の権利を守り、健やかに育む社会環境整備を目指すための市の基本理

念を定める「こども条例」の制定につきましては、平成２３年度に調査研究を行い、

２４年度の制定を目指したいと考えております。

高齢者福祉の充実につきましては、引き続き敬老会や軽度生活援助事業等をはじめと

する諸事業を実施してまいります。

障がい者・障がい児福祉の充実につきましては、障がい者通所施設等交通費助成金支

給事業を実施することにより、障がい者施設への通所者やその保護者等の負担軽減を図

るとともに、市内の通所事業所の利用拡大に努めるほか、これまで整備費の一部を助成

してまいりました「（仮称）テンダーランドリーファクトリー」が７月に開所されるこ

とから、その事業運営の安定化に向け支援してまいります。

また、地域経済の活性化と雇用機会の創出を図るため、地域活性化交付金を活用した
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障がい者施設支援員等就業推進事業を実施し、障がい者を支援する担い手の確保に努め

てまいります。

社会福祉施設等の法人化につきましては、特別養護老人ホーム福寿園を社会福祉法人

大仙ふくし会に、また、幼保一体施設のかみおか幼稚園、神岡保育園となかせん幼稚園、

中仙西保育園を社会福祉法人大空大仙にそれぞれ移譲いたします。

なお、指定障がい者福祉サービス事業所「まつくら」及び「まつくら分場しみず」に

ついては、平成２３年４月に社会福祉法人大仙市社会福祉協議会から社会福祉法人水交

会に経営移譲されるとの報告を受けております。

国民健康保険事業につきましては、平成２１年３月に策定した「大仙市国民健康保険

事業運営安定化計画」に基づき、健全化に向けた総合的な取り組みを進めてきておりま

すが、今般これまでの実績等を踏まえ、計画に現時点での修正を加えた変更版を策定し

ております。

計画では、２年ごとに国保税率を見直すこととしており、平成２３年度国保会計当初

予算では、急激な国保税の増額にならないよう配慮することとし、一般会計から２億

５，０００万円の繰り出し措置を行うこととした予算を計上しております。

しかしながら、国保被保険者数の減少や課税所得の全体的な落ち込みが予想され、一

人当たりの医療費も毎年度増加傾向となっており、国保税率の引き上げが避けられない

状況となっております。

税率の引き上げ幅については、今後、課税所得が確定する６月に向けて検討すること

となりますが、現在の経済情勢等を勘案し、被保険者の急激な負担増にならないよう配

慮してまいりたいと考えております。

太田国民健康保険診療所につきましては、経営の改善と安定化を図り、高齢社会にお

ける医療需要に応えるため、医療法人による経営に移行すべくその準備を進めてまいり

ます。

また、太田国民健康保険歯科診療所については、近隣に民間歯科医院が開院するなど

歯科診療環境が変化していることから、公立歯科診療所としての当初の役割は終えたも

のと判断し、平成２３年度をもって廃止する計画でありますが、廃止後の施設設備利用

について検討してまいります。

次に、教育分野についてであります。

学校規模適正化の推進により平成２４年４月に開校する統合小・中学校の校舎整備に
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つきましては、西仙北地域の４小学校の統合校舎となる刈和野小学校における教室等の

増改築のほか、神岡地域の２小学校の統合校舎となる神宮寺小学校、南外地域の２小学

校の統合校舎となる南楢岡小学校、西仙北地域の２中学校の統合校舎となる西仙北東中

学校の部分改修を行ってまいります。

また、閉校となる小・中学校については、事業費を予算計上し、閉校にかかわる記念

事業などを実施してまいります。

また、統合校の校名については、１月４日から１月１７日まで公募した結果、小学校

４３９件、中学校２２７件、合計６６６件の応募があり、各地域の校名選考委員会で選

考していただいたところであり、今次定例会に条例の一部改正案を上程しております。

学校施設耐震化事業については、耐震診断により補強工事が必要とされた小学校１２

校、中学校９校の２１校のうち、昨年１２月までに２０校が完了しており、残る大曲小

学校についても本年９月には完了の予定であります。

このほか学校教育関連では、平成２３年度における学校教育活性化のキーワードを引

き続き「交流」と「連携」とし、一層開かれた学校づくりを進めてまいりますが、児童

生徒の望ましい状況にある生活習慣や運動習慣等の維持向上を目指し、学校生活支援員

を増員するとともに、大仙市ＰＴＡ連合会や学校支援地域本部などの保護者や地域との

連携を図りながら、各学校に対し支援を行ってまいります。

また、新たに「コロンブスの卵わくわくサイエンス事業」を実施し、教員研修や中学

生の首都圏大学等への派遣により理数教育の充実を図るとともに、「音のまち大仙楽器

サポート事業」では、小・中学校における楽器の購入・更新を促進することにより、音

楽活動のさらなる充実を図り、子供たちの情操の涵養と地域の文化活動の基盤づくりに

努めてまいります。

生涯学習の推進につきましては、平成１９年度に生涯学習推進計画を策定し、生涯学

習のまちづくりを進めてまいりましたが、この計画が平成２３年度をもって終了するこ

とに伴い、これまでの成果を反映させながら、平成２４年度から５カ年の「第２次生涯

学習推進計画」を策定いたします。

全国の若手音楽家を対象に毎年開催しております新人音楽祭コンクールにつきまして

は、企画立案段階からの市民参画の促進や市の実施運営方式の見直しなどを図ることに

より、さらなる充実に努めてまいります。

秋田おばこ節、秋田おはら節、秋田飴売り節の３つの全国大会につきましては、引き
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続き支援するとともに、出前民謡「ふるさと民謡めぐり」についてもこれまでどおり継

続し、若手の育成を図りながら民謡文化の継承と普及に努めてまいります。

総合図書館事業につきましては、「大仙市親と子の夢を育む読書活動推進計画」に基

づき、ブックスタート事業をはじめとして、保育園、幼稚園、小・中学校における読書

活動を推進するとともに、地域活性化交付金を活用し、平成２３年度と平成２４年度の

２カ年で、通常の予算措置分を合わせ約３万冊の図書を購入する予定であり、これによ

り公立図書館及び学校図書の充実が図られるものと思っております。

文化財の保護・整備につきましては、これまでも将来に継承していくための事業を実

施してまいりましたが、その中でも旧池田氏庭園と鈴木空如の歴史資料群を本市を代表

とする文化遺産と位置付け、旧池田氏庭園整備については、昨年秋に洋館の修復工事が

完了したことから、２３年度からは５カ年計画で米蔵と味噌蔵の修復工事を進めてまい

ります。

また、鈴木空如の調査研究事業については、作品として完成度が高く美術品としても

優れており、資料群の取得・市有化による貴重な歴史資料の散逸防止と経年劣化による

損傷の防止を図りながら、末永く後世に伝え、その画業と人物を顕彰してまいりたいと

考えております。

なお、東北大学名誉教授の有賀祥隆氏の指導のもとに調査・研究を進めておりますが、
あり が よしたか

３月に調査成果の展示公開と講演会を予定しております。

スポーツ振興につきましては、北東北３県合同開催の全国高等学校総合体育大会のな

ぎなた競技が、８月１７日から１９日までの３日間の予定で仙北地域ふれあい体育館を

会場に開催されます。

また、首都圏からの大学野球をはじめとする運動部関係の合宿については、スポーツ

による地域の活性化と全国に本市を発信する絶好の機会と捉え、引き続き積極的に誘致

を進めてまいります。

総合型スポーツクラブにつきましては、より多くの人々が生涯を通してスポーツを楽

しめる地域コミュニティの核となることが期待されており、平成１８年設立の大曲ス

ポーツクラブに続き、大曲地域の「内小友スポーツクラブ」、太田地域の「おおたス

ポーツクラブ」が、３月中に相次いで設立することとなっております。

次に、産業分野についてであります。

農業の振興につきましては、新たに策定した農業振興計画に基づいて、政策や経済、
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気象の変化にも耐え得る元気な大仙市農林水産業の展開がなされるよう、各般の事業を

展開してまいります。

担い手の育成と生産環境の整備については、大仙市農業の牽引役となる人材を育成す

る「農業トップランナー育成事業」を実施するとともに、中山間農地の有効活用を目指

す「中山間農地引き受け手確保事業」を実施してまいります。

農村整備につきましては、県営土地改良事業を主体に１０地区のほ場整備が継続され

るとともに、新たに太田地域の東今泉地区が事業開始となる予定であります。また、条

件不利地域における小規模土地改良事業については、モデル地区を定め、担い手の定着

による集落コミュニティの再生・向上を生産基盤の面からも支援してまいります。

地域に適合した作物づくりについては、重点振興作物をより一層奨励し、大仙市ブ

ランドの構築を図るため「大仙重点野菜生産拡大事業」を実施するとともに、地域特有

の野菜等の生産を進めるため「地域特産野菜等応援事業」を実施してまいります。

畜産振興につきましては、笹倉・黒森山・協和放牧場の機能の強化・充実を図り、農

家の労働力の省力化や生産効率の向上を推進するとともに、草地の更新を計画的に行い、

放牧牛の健全な飼養に努めてまいります。

加工・販売・交流型農業の推進につきましては、市内で生産される米・野菜・加工品

の情報を積極的に市内の消費者に提供するとともに、新たな付加価値を産む６次産業化

について調査と研修を行ってまいります。また、昨年度設立された都市農村交流協議会

の活動を支援し、グリーンツーリズムの受け入れ体制等の強化に努めてまいります。

農地・水・環境保全向上対策事業につきましては、平成２３年度で事業が終了するこ

とから、事業のまとめと次期対策の検討を進めてまいります。

林業振興につきましては、秋田市河辺の七曲臨空港工業団地に建設される「秋田スギ

大規模製材工場」に関し、本市は素材の生産地域、集荷集積地域及び流通拠点として密

接なかかわりを持っており、秋田スギの需要拡大、雇用の創出、地域経済及び関連企業

の活性化など、本市にとって大きな事業効果や経済効果等が期待できることから、その

建設に対し支援してまいります。

水産振興につきましては、サケのふ化放流や採捕等とともに、近年特に力を入れてい

るサクラマスのふ化・放流についても引き続き取り組んでまいります。

雇用の安定と就労の促進につきましては、ハローワーク及び県、仙北市、美郷町等と

連携した就職面接会の開催などを実施してまいります。
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また、大曲地域職業訓練センターについては、独立行政法人雇用・能力開発機構から

市が無償で譲り受け、平成２３年度から市の施設として、引き続き職業訓練及び専門技

能の養成の場を提供し、能力開発を図ってまいります。

雇用助成金制度については、「雇用拡大助成金制度」と「緊急雇用助成金制度」の２

制度を統合の上、平成２３年度からは新たに「雇用創出助成金制度」として市民の就職

を支援することとしております。

職業能力の開発支援については、求職中の４５歳未満の方々を対象に「求職者技能教

育チャレンジ事業」を実施し、現場作業に必要な資格の取得講座を開設することにより

就労支援を図るとともに、市内事業所に在職中の４５歳未満の方々を対象に「在職者職

業スキルアップ事業」を実施し、積極的な技能向上を推進することで地域産業の振興に

結びつけたいと考えております。

商業の振興と地域の活性化につきましては、「がんばる商店等支援事業」などの支援

制度の拡充を行い、中心市街地及び各地域の活性化に向けた商業活動関連事業を支援し

てまいります。

市内企業の経営に対する支援につきましては、その資金需要に対応していくため、マ

ル仙融資制度を充実してまいります。現在行っている融資限度額の増額措置については

適用期限を１年延長した上で、設備資金並びに経営安定資金の融資にかかる利子補給及

び融資保証料の全額補給を継続実施してまいります。

工業の振興につきましては、既存の支援策に加え、工場等の新規取得やリースによる

操業を対象とする新たな助成制度を創設し、企業の事業拡大や新規事業への挑戦を支援

してまいります。また、大仙市企業連絡協議会の取り組みを支援し、企業間の交流の促

進を図るとともに、市内企業情報データベースを市のホームページから発信する取り組

みを継続し、受発注の促進を図ってまいります。

企業誘致につきましては、今後の新規誘致に向けて、「農商工連携」をキーワードに

規模拡大の意向調査を実施いたします。また、正副市長が誘致済み企業の本社や同業組

合等を中心に訪問し、新規誘致の端緒となる情報の収集に努めてまいります。さらに、

大仙市首都圏企業懇話会を開催し、本市に縁のある経済人、企業代表などとの情報交換

を通して市の姿勢・施策を理解していただくよう努めるとともに、秋田県企業誘致推進

協議会の事業を積極的に活用し、県や周辺自治体とも連携しながら企業誘致を図ってま

いります。
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また、神岡地域で進められている県の新規大規模工業団地整備事業については、環境

調査、埋蔵文化財調査を継続すると伺っており、今後も県との連絡を密にし、地元をは

じめ関係各所への情報提供に努めてまいります。

観光振興につきましては、フィルムコミッション立ち上げに向けた取り組みについて、

大曲商工会議所をはじめとした関係機関との連携を図りながら、交流人口の増加を目指

し着実に推進してまいります。

新たなる１００年に向けて歩み始めた全国花火競技大会「大曲の花火」につきまして

は、今後も多くの方々に夢と感動を与えることができるよう、大会実行委員会の皆様と

ともに取り組んでまいります。

次に、都市基盤分野についてであります。

市道整備につきましては、継続事業として、国道１０５号と清水地区のふるさと農道

を結ぶ中仙４号線の橋梁工事及び西仙北地域の愛宕下跨線橋の落橋防止工事を進めると

ともに、新規事業として南外地域と西仙北地域を結ぶ幹線道路である南外１号線の整備

事業に着手いたします。また、西仙北地域の小学校統合に伴う通学路の安全対策として、

上ノ台１号線の歩道整備を実施してまいります。

市単独の道路改良につきましては、市道延長、未改良延長、人口割合等の基準に基づ

き、各路線の必要性や緊急性を勘案しながら着実に推進してまいります。

道路維持管理につきましては、「道路を造ることから道路を活かすことへ」を基本理

念に、既存道路の機能充実を図りながら、市民要望への迅速な対応に努めるほか、適正

な道路維持管理と交通安全施設整備を進めてまいります。

都市計画につきましては、大仙市都市計画マスタープランの方針に基づき、平成２３

年度は都市計画区域拡大や用途地域の見直しに伴う、都市計画図及び用途地域図作成業

務を実施してまいります。

大曲駅前第二地区土地区画整理事業につきましては、ＪＲ大曲駅西地区のすべての建

物移転補償が完了したことから、今後は住宅市街地総合整備事業との連携を図りながら、

大花町地区の効率的な建物移転補償並びに基盤整備を進めてまいります。

都市計画道路中通線につきましては、ＪＲ奥羽本線アンダーパス区間の早期開通に向

け、引き続き大花町側を整備する計画であり、これと連絡する都市計画道路大花線及び

区画道路についても整備を進めてまいります。これにあわせ、供用開始に向けて街区の

整地工事及び上下水道工事も施工してまいります。また、土地区画整理事業と連携を図



- 23 -

りながら、中通線街路整備事業に着手し、平成２３年度は都市計画道路駅東線までの未

整備区間１９２ｍについて、取付道路の詳細設計、用地測量及び建物調査業務を実施い

たします。

上水道事業につきましては、継続事業として秋田県が実施する大曲橋架け替えに伴う

上水道施設の移転について、既存の金谷ポンプ場の撤去工事を実施するほか、債務負担

行為を設定し、配水管の橋梁添架工事を実施する予定となっております。

簡易水道事業につきましては、５カ年の継続事業として実施している西仙北地域大沢

郷地区簡易水道施設整備事業について平成２３年度が最終年度となっていることから、

事業完了に向けた構造物の外構工事及び路面復旧工事等を進めてまいります。

下水道事業につきましては、生活環境・公衆衛生の向上と公共用水域の水質保全を図

るため、公共下水道事業により大曲、神岡、中仙及び南外の４地域の管路工事を引き続

き進めてまいります。

農業集落排水事業につきましては、太田地域の三本扇地区が事業完了年を迎えること

から、供用開始に向けて管路工事と処理施設の機能調整工事のほか、場内整備工事を進

めてまいります。また、大曲地域の角間川地区につきましては、真空式管路施設工事と

処理施設建築工事を実施してまいります。

なお、平成２０年度から段階的な改定を行うこととしてきた下水道使用料については、

料金の統一及び国の示す水準までの改定を目指し、今次定例会に最終案及び平成２９年

度までの経過措置にかかわる条例改正案を上程しております。

次に、環境・安全分野についてであります。

住宅環境の整備につきましては、大仙市耐震改修促進計画や大仙市住生活基本計画に

基づき、市民生活の安全を確保するため、改修工事への助成事業を新たに加えた建築物

耐震診断事業を引き続き実施してまいります。また、２３年度から、災害時の重要拠点

となる庁舎関係についての耐震改修を行うほか、庁舎以外の特定建築物についても順次

改修を進めてまいります。

住宅リフォーム関連につきましては、相談体制や情報提供を充実させながら、住宅の

断熱・省エネ化、バリアフリー化、耐震化によって住環境の向上が図られるよう住宅リ

フォーム支援事業を継続するとともに、より一層の利用促進を図るため、補助金交付要

件となる最低工事費を現在の５０万円から３０万円に引き下げ、引き続き実施してまい

ります。
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市営住宅につきましては、「大仙市公営住宅等長寿命化計画」に基づき、国の補助事

業を活用した市営住宅の長寿命化を図ってまいります。

環境学習の推進につきましては、環境に配慮したライフスタイルを身につけ、美しい

環境と豊かな自然を次世代に引き継ぐことができるよう、小・中学生、高校生、一般市

民、事業所を対象に環境学習推進事業を実施してまいります。

特定外来生物調査駆除事業につきましては、県の緊急雇用創出臨時対策基金を活用し、

市内全域で特定外来生物の生息調査とその駆除を行い、地域の生態系の保全に努めてま

いります。

地球温暖化防止対策につきましては、低消費電力かつ長寿命で環境にやさしいＬＥＤ

照明の購入助成を行い、一般家庭への普及促進に努めてまいります。

一般廃棄物につきましては、ごみの減量化とリサイクル推進の新たな取り組みとして、

市内全域でペットボトルキャップの拠点回収を実施いたします。

廃食用油回収事業につきましては、平成２０年度に中仙地域でスタートし、平成２２

年度から市内すべての地域で取り組みを進めておりますが、市民の皆様や市内事業所の

ご理解とご協力により、１月末現在の回収量が５，１０６リットルとなり、当初の目標

である７，０００リットルに近づいている状況であります。

回収された廃食用油は、バイオディーゼル燃料に精製の上、学校給食の配送車用燃料

として有効に活用されており、今後は市民への周知徹底を図るとともに公用車両への利

用拡大を進めるなど、循環型資源の利用促進を図ってまいります。

し尿汲み取り料金につきましては、平成１０年４月以降、１８０リットル当たり

１，３６５円となっておりますが、大仙市、美郷町、大仙美郷環境事業組合及び住民代

表による検討委員会で協議を行い、その後、廃棄物減量等推進審議会の審議を経て、平

成２３年１０月１日から１８０リットル当たり１，６００円に改定することで意見集約

されたところであります。今後、市広報に掲載するほか、収集運搬業者が個別に対応す

るなど周知に努めてまいります。

消費者行政の推進につきましては、消費生活相談室を市役所内に新たに設置し、消費

生活相談体制の整備及び強化を図り、消費者被害の未然防止による消費生活の安定に努

めてまいります。

交通安全対策につきましては、大仙市内での交通事故件数、死傷者とも前年に比べ減

少しておりますが、高齢者対策にも重点を置きながら、大仙警察署等関係機関・団体と
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の連携を図り、事故撲滅に向け取り組んでまいります。

第３回目となる交通安全推進集会については、平成２３年度は中仙地域を会場に、第

４回目となる安全安心まちづくり推進大会については、７月１９日に大曲市民会館小

ホールを会場に開催いたします。

消防団員については、消防団協力事業所制度の周知を図るとともに、女性団員やＯＢ

団員の活用を図る協力員を募集し、団員の確保に努めてまいります。

次に、地域情報・交流分野についてであります。

地域情報化の推進につきましては、超高速・大容量のデータ通信ができるネットワー

クサービスの安定した提供と、地上デジタルテレビ放送の安定した再送信の維持管理を

行うとともに、地デジ化により発生する新たな難視聴地域の解消を図ってまいります。

通信事業者が光ケーブル網の整備を進めている神岡地域全域、西仙北地域の一部及び

中仙地域の一部については、平成２３年１０月をめどに完成するよう通信事業者に要望

してまいります。

また、光ケーブル網の活用について、情報関連企業や通信事業者と連携を図り、新た

な活用策の普及・支援を図ってまいります。

携帯電話の不感地域の解消については、大曲地域内小友の小出沢地区、西仙北地域大

沢郷上布又地区及び下布又地区及び太田地域と中仙地域の間に位置する真木・フカウヂ

地区に移動通信用鉄塔施設を整備してまいります。

男女共同参画推進につきましては、市民や事業所を対象に意識高揚や知識習得のため

の啓発活動を推進するほか、講座や研修会などを実施し、男女共同参画の実現に努めて

まいります。

国際交流の推進につきましては、新規事業として、韓国唐津郡守の大曲の花火への招
たんじんぐん

聘や唐津郡とのスポーツ交流を進めてまいります。

また、「国際交流に関する連携プログラム協定書」に基づき、国際教養大学の留学生

と市内小・中学校の児童生徒並びに幼稚園・保育園児による交流を継続するほか、平成

２３年度から新たな取り組みとして、職員を国際教養大学に派遣し、国際教養教育及び

国際交流の一層の推進を図ってまいります。

少子化対策につきましては、市民と行政の協働により脱少子化に向けた取り組みとし

て新たに「むすび・サポート事業」を実施し、仮称でありますが婚活支援センター設立

等について検討してまいります。



- 26 -

次に、計画の推進にあたっての基本的な考え方についてであります。

先ほどから、市の主要課題並びに平成２３年度の当初予算と主な施策の概要について

申し上げてまいりましたが、これらの課題や施策を解決・推進していくためには、実行

者である行政側の推進体制の整備と、まちづくりに対する市民の皆様の積極的な参画が

何より重要であると認識しております。

推進体制の整備につきましては、地方分権の進展や社会経済情勢の変化による行政需

要の多様化・高度化、今後の大量退職による職員数の減少などを踏まえ、質の高い行政

サービスの実現と事務の簡素化・効率化を目指し、平成２３年度において組織機構を再

編いたします。

これまでの本庁７部３３課、７総合支所２８課、教育委員会９課７分室、議会事務局

及び行政委員会５事務局の計８２課２公営企業体制から、本庁７部２９課、７支所１４

課、教育委員会２部５課、議会事務局及び行政委員会５事務局の計５３課２公営企業体

制に再編し、簡素で機能的な組織機構による質の高いサービスの提供に努めてまいりま

す。

市民参画につきましては、市民と行政による協働のモデル事業として実施している桜

守プロジェクトについて、引き続き、地域住民や事業者、行政が一体となって、市の代

表的な公園の桜の病気駆除や樹木更新等により再生を図る取り組みを進めるほか、各地

域の桜保全活動に対する支援を行ってまいります。

また、さらなる住民自治を進める観点から既存の施策のあり方を再検討するとともに、

これまでの枠にとらわれない自治会の相互連携や世代を超えた地域自治及び交流活動の

活性化や、それに対する市としての支援のあり方などに関する構想を策定するための調

査を実施してまいります。

さらに、新たに「がんばる集落活性化支援事業」を創設し、地域住民自らが地域の課

題や将来像を検討・共有する自主的・主体的な地域づくり活動の促進を図り、集落機能

の維持と活性化につなげてまいります。

集落支援員につきましては、昨年７月に西仙北・協和・南外の３地域において試験的

に導入し、アンケート調査や集落点検、住民との話し合いを実施しながら、集落内の現

状や課題などの把握に努めているところでありますが、平成２３年度には「がんばる集

落活性化支援事業」を活用したコミュニティ機能の再生・活性化につながる具体策につ

いて検討・実施してまいります。
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むすびになりますが、私は、これまで申し上げてまいりました各種施策への取り組み

を着実に進め、本市の厳しい経済状況を打開し、将来都市像であります「人が活き人が

集う夢のある田園交流都市」の実現に向け、市民本位・市民主体の市政の推進に努めて

まいりたいと存じます。

昨年この場において、江戸時代末期の篤農家であり、改革者でありました二宮尊徳の

「大事をなさんと欲せば、小なる事をおこたらず勤むべし、小積もりて大となればな

り」という言葉を引用させていただきましたが、この言葉の意味を今一度噛み締め、市

民のために「何が必要か」、「何をなすべきなのか」を捉えながら、一歩一歩着実に、

そしてしっかりと地域の発展に努め、市民が希望を持ち、安心して暮らせるまちを将来

に残してまいりたいと考えております。

市民の皆様及び議員各位のさらなるご支援・ご協力をお願い申し上げまして、施政方

針とさせていただきます。ありがとうございます。

○議長（児玉裕一君） 次に、日程第５、議案第２３号及び日程第６、議案第２４号の２

件を一括して議題といたします。

本２件は、議会運営委員長佐藤隆盛君から提出されております。

お諮りいたします。議案第２３号及び議案第２４号の２件については、会議規則第

３７条第３項の規定により、提案理由の説明を省略いたしたいと思います。これにご異

議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（児玉裕一君） ご異議なしと認めます。よって本２件については、提案理由の説

明は省略することに決しました。

これより質疑に入ります。質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（児玉裕一君） 質疑なしと認めます。

ただいま議題となっております本２件については、会議規則第３７条第２項の規定に

より、委員会に付託はいたしません。

これより討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（児玉裕一君） 討論なしと認めます。
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これより、議案第２３号及び議案第２４号の２件を一括して採決いたします。本２件

は、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（児玉裕一君） ご異議なしと認めます。よって本２件は、原案のとおり可決され

ました。

○議長（児玉裕一君） 次に、日程第７、議案第２５号を議題といたします。

提案理由の説明を求めます。老松総務部長。

○総務部長（老松博行君）【登壇】 それでは、ご説明申し上げます。

お手元の資料Ｎｏ．１の議案書をご覧いただきたいと思います。

１ページになります。

議案第２５号、大仙市地域情報通信基盤光ファイバ網敷設工事請負契約の変更につい

て、ご説明申し上げます。

この工事は、平成２２年４月２８日に議決をいただき、現在施工中でありますが、工

事費等の精算に伴い減額が生じたため、契約金額を変更する必要があることから、変更

契約を締結することについて、大仙市議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処

分に関する条例第２条の規定により、議会の議決をお願いするものであります。

変更の内容につきましては、契約金額を１６億１２５万円から１億６，５８７万

７，２６４円減額し、１４億３，５３７万２，７３６円に変更するものであり、光ファ

イバケーブルの敷設ルートの変更及び光を電気に変換する装置の設置個数の減少などに

よるものであります。

なお、あわせて、工期の終期につきましても、平成２３年２月２８日から平成２３年

３月１１日に変更することとしております。

以上、議案第２５号につきましてご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご

承認賜りますようお願い申し上げます。

○議長（児玉裕一君） これより質疑に入ります。質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（児玉裕一君） 質疑なしと認めます。

本件については、企画産業常任委員会に付託いたします。

企画産業常任委員会審査のため、暫時休憩いたします。再開時刻は、後ほどご連絡い
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たします。

午前１１時１７分 休 憩

…………………………………………………………………………………………………………

午前１１時５３分 再 開

○議長（児玉裕一君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

○議長（児玉裕一君） 日程第７、議案第２５号を再び議題といたします。

本件に関し、委員長の報告を求めます。企画産業常任委員長２５番橋村誠君。はい、

２５番。

○企画産業常任委員長（橋村 誠君）【登壇】 休憩前の本会議において、当常任委員会

に審査付託となりました事件につきまして委員会を開催し、所管関係部長等の出席を求

めて慎重審査いたしましたので、その経過及び結果についてご報告いたします。

議案第２５号「大仙市地域情報通信基盤光ファイバ網敷設工事請負契約の変更につい

て」につきましては、当局からの内容説明に対し、質疑において、委員から「地上デジ

タル放送再送信分の設計費の額については増額となっているが、これは当初の積算が概

略で行ったためでないのか。」という質疑があり、それに対して当局からは「国に提出

するため、また、施工上必要なため、詳細な図面を作成する必要が生じたことから増額

となったものである。」との答弁がありました。

その他、２、３の質疑がありましたが、当局説明を了とし、討論はなく、採決の結果、

出席委員の一致をもちまして、本件は同意すべきものと決した次第であります。

以上、報告を終わります。

○議長（児玉裕一君） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑はありま

せんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（児玉裕一君） 質疑なしと認めます。

これより討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（児玉裕一君） 討論なしと認めます。

これより、議案第２５号を採決いたします。本件に対する委員長報告は同意でありま

す。本件は、委員長報告のとおり決することにご異議ありませんか。
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（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（児玉裕一君） ご異議なしと認めます。よって本件は、同意することに決しまし

た。

○議長（児玉裕一君） 申し上げます。この際、昼食のため暫時休憩いたします。本会議

は午後１時に再開いたします。

午前１１時５５分 休 憩

…………………………………………………………………………………………………………

午後 ０時５９分 再 開

○議長（児玉裕一君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

○議長（児玉裕一君） 日程第８、議案第２６号から日程第６６、議案第８４号までの

５９件を一括して議題といたします。

提案理由の説明を求めます。老松総務部長。

○総務部長（老松博行君）【登壇】 それでは、ご説明申し上げます。

はじめに、お手元の資料Ｎｏ．１の議案書をご覧いただきたいと思います。

２ページと３ページになります。

議案第２６号、大仙市移動通信用鉄塔設置条例の一部を改正する条例の制定について、

ご説明申し上げます。

本案は、携帯電話の不感地帯を解消するために整備中の西仙北地域の移動通信用鉄塔

の供用を開始するため、名称及び位置を条例規定するもので、西仙北土川太田谷地無線
おお た や ち

局については公布の日から、西仙北大沢郷秋 通 無線局については平成２３年４月１日
あきどおり

から施行することとしております。

次に、４ページから７ページになります。

議案第２７号、大仙市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定

について、ご説明申し上げます。

市の部長、課長級職員の給料につきましては、合併時の給料格差のほか、人事院勧告

による引き下げなどもあり、部長級と課長級、さらには主幹級との給料の差が縮まって

きており、場合によっては、上位の職員と下位の職員の給料が逆転することも懸念され

る状況にあります。
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このため、職務・職責に応じた適正な給料格差を設けて、こうした状況を改善するほ

か、ラスパイレス指数の向上を図るとともに、適正な昇任などの管理を行うため、行政

職給料表を現行の７級制から８級制に変更するものであります。

具体的には、行政職給料表に部長級を対象とする８級の欄を新設するもので、平成

２３年４月１日から施行することとしております。

次に、８ページから１０ページまでになります。

議案第２８号、大仙市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例

の一部を改正する条例の制定について、ご説明申し上げます。

語学指導等を行う外国青年招致事業により配置している国際交流員及び外国語指導助

手につきましては、現在、その身分を地方公務員法第２２条の規定に基づく臨時的任用

職員として取り扱っております。

しかしながら、このたび、総務省から地方公務員法第３条第３項第３号の規定に基づ

く特別職の非常勤職員であるとの見解が示されたことから、これを踏まえ、国際交流員

及び外国語指導助手の報酬、費用弁償等に関する規定を整備するもので、平成２３年４

月１日から施行することとしております。

なお、これによる国際交流員及び外国語指導助手の待遇に変更はないものであります。

次に、１１ページと１２ページになります。

議案第２９号、大仙市特別会計条例の一部を改正する条例の制定について、ご説明申

し上げます。

本案は、市の特別会計のうち、土地取得特別会計及び介護老人福祉施設介護サービス

事業特別会計を廃止するものであります。

土地取得特別会計につきましては、公共用地の先行取得という所期の設置目的を達し、

今年度をもって用地取得に係る市債の償還が終了すること、また、介護老人福祉施設介

護サービス事業特別会計につきましては、介護老人福祉施設が今年度をもってすべて法

人化されることによるもので、平成２３年４月１日から施行することとしております。

次に、１３ページと１４ページになります。

議案第３０号、大仙市肉用牛特別導入事業基金条例の一部を改正する条例の制定につ

いて、ご説明申し上げます。

本案は、国の三位一体の改革に従い、この基金を構成する国の交付金相当分を平成

１８年度から順次、国に返還しておりますが、平成２２年度の返還分である２２４万９
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千円を基金の額から減ずるもので、平成２３年４月１日から施行することとしておりま

す。

次に、１５ページ・１６ページになります。

議案第３１号、大仙市水洗便所等改造資金貸付基金条例の一部を改正する条例の制定

について、ご説明申し上げます。

市におきましては、水洗化率向上対策事業として、平成２１年度に新規加入から６カ

月間の下水道使用料の免除を行った際、これによる減収分を補てんする予定で、平成

２１年４月１日に当時の１億１，３００万円から１，２４１万１千円を取り崩すことと

し、１億５８万９千円に減額する条例改正を行ったところであります。

しかしながら、結果として取り崩さなかったため、現在、条例上の額は１億５８万９

千円で、実際の基金残高は条例改正前の１億１，３００万円となっていることから、こ

の不整合を是正するため、条例上も１億１，３００万円に金額を戻すものであります。

また、この水洗便所等改造資金貸付制度につきましては、最近の貸付状況などから、

より少額の基金で運用可能であることから、この際、基金を６，０００万円減額して

５，３００万円にするものであります。

基金の額を１億１，３００万円に戻す改正は公布の日から、基金を５，３００万円に

減額する改正は平成２３年４月１日から施行することとしております。

なお、これによる減額分につきましては、この基金の原資である協和環境保全基金に

戻し入れることとしております。

次に、１７ページ・１８ページになります。

議案第３２号、大仙市立太田緑地広場条例の一部を改正する条例の制定について、ご

説明申し上げます。

本案は、太田地域に整備が完了した太田惣 行 大 堤 森林緑地広場について、平成２３
そうぎょうおおつつみ

年度から供用を開始するため、名称及び位置を条例規定するもので、平成２３年４月１

日から施行することとしております。

次に、１９ページと２０ページになります。

議案第３３号、大仙市牧野条例の一部を改正する条例の制定について、ご説明申し上

げます。

協和地域の小種地区牧野につきましては、地元畜産農家で組織する草地利用組合が採

草地として利用しておりましたが、同組合がほかに飼料を確保し、同牧野を利用する必
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要がなくなったことから、これを廃止するもので、平成２３年４月１日から施行するこ

ととしております。

次に、２１ページと２２ページになります。

議案第３４号、大仙市高速自動車国道活用施設ぬく森プラザ条例の一部を改正する条

例の制定について、ご説明申し上げます。

西仙北インターチェンジの設置を実現するための前段として、秋田自動車道との連結

許可を受けて設置した高速自動車国道活用施設ぬく森プラザにつきましては、今般、西

仙北インターチェンジがＥＴＣ専用のインターチェンジ、いわゆるスマートインターチ

ェンジに変更されるに当たりまして、秋田自動車道と市道との連結が許可され、先のぬ

く森プラザの連結許可が廃止されることに伴い、ぬく森プラザはその役割を終えること

となります。

このようなことから、本案は、改めてこの施設を観光情報の提供の場及び自動車等の

ドライバーのための休憩施設として活用するため、所要の改正を行うものであります。

また、現在、同施設の管理については指定管理者に限られておりますが、直営もでき

ることとする規定及び損害賠償に係る規定を整備するほか、文言、条整理を行うもので、

平成２３年４月１日から施行することとしております。

次に、２３ページ・２４ページになります。

議案第３５号、大仙市児童館及び児童センターに関する条例の一部を改正する条例の

制定について、ご説明申し上げます。

本案は、公共施設見直し計画に基づき、大曲地域の余り目児童館、神岡地域の関金、

戸月、高花、新道の各児童館及び西仙北地域の強首児童館の建物を地元自治会に無償譲

渡するため、これらの児童館を廃止するものであります。

施行期日につきましては、余り目、関金、強首の３児童館にあっては平成２３年４月

１日から、戸月、高花、新道の３児童館にあっては、譲渡先となる認可地縁団体の設立

に要する期間を考慮し、平成２３年７月１日から施行することとしております。

次に、２５ページと２６ページになります。

議案第３６号、大仙市保健センター設置条例の一部を改正する条例の制定について、

ご説明申し上げます。

本案は、南外保健センターにつきまして、老朽化が著しいこと、また、同センターで

行っていた業務は代替施設で実施可能であることから、これを廃止するもので、平成
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２３年４月１日から施行することとしております。

次に、２７ページ・２８ページになります。

議案第３７号、大仙市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について、ご説

明申し上げます。

国の緊急少子化対策に準じて、平成２１年１０月１日から平成２３年３月３１日まで

の間に出産した場合における出産育児一時金の額を暫定的に附則において３９万円とし

ておりますが、本案は平成２３年４月１日からこれを本則規定の額として支給するほか、

所要の条文整理等を行うもので、適用に関する経過措置を設けて、一部を除き平成２３

年４月１日から施行することとしております。

次に、２９ページから３３ページまでになります。

議案第３８号、大仙市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例の制定について、ご

説明申し上げます。

本案は、道路施行令に準じて定めている道路占用料について、固定資産の評価替えに

伴い、同施行令が改正されたことから、これに準じて、議案記載のとおり占用料を改定

するもので、平成２３年４月１日から施行するものであります。

次に、３４ページ・３５ページになります。

議案第３９号、大仙市営住宅条例の一部を改正する条例の制定について、ご説明申し

上げます。

本案は、西仙北地域刈和野地区の北ノ沢市営住宅駐車場の整備が完了したことから、

供用を開始するため、同駐車場を条例規定するとともに使用料を規定するものでありま

す。

なお、市営住宅駐車場の使用料の額につきましては、これまでは近隣の民間駐車場の

状況を勘案して設定しておりましたが、市独自の基準を設けて設定することとし、既に

使用料を徴収している他の市営住宅の駐車場につきましても、この基準により算定し、

所要の改正を行うものであります。

具体的には、北ノ沢市営住宅駐車場の使用料を１区画１カ月につき１，３００円とす

るほか、神岡市営住宅駐車場につきましては、１区画１カ月につき現行１，５７０円を

１，３００円に改定するもので、平成２３年４月１日から施行することとしております。

次に、３６ページから４７ページまでになります。

議案第４０号、大仙市下水道条例の一部を改正する条例の制定について並びに議案第
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４１号、大仙市農業集落排水施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の

制定につきましては、関連がありますので一括してご説明申し上げます。

下水道使用料と農業集落排水施設使用料につきましては、合併前の市町村間で額の差

が大きかったことから、合併時に統一できず、合併後に先送りしてきた経緯があります

が、平成２０年度に使用料体系の統一に向けた第１回の使用料改定を行っております。

これら使用料の額は、受益者負担の原則から事業運営に係る必要額からその額を設定

すべきではありますが、現段階ではこうした方式をとった場合、著しく高額となるため、

必ずしも円滑な事業運営が図れるとの見通しが立たないことから、経過を見据えながら

今後の課題とすることとし、今般、まずは公平性の観点から地域ごとに異なる使用料を

統一すること、また、経営基盤の強化を図るため、国の示す使用料水準とすることの２

点を主眼に第２回の使用料改定を行うもので、平成２３年１１月１日から施行すること

としております。

具体的な内容についてでありますが、下水道使用料につきましては、従量制を採用し

ているものにあっては月額の基本使用料を１，４７０円とし、１１㎥以上の部分につい

ては、それぞれ汚水排除量に応じて議案記載のとおり額が加算されるものであります。

また、定額制を採用しているものにあっては１戸当たりの月額基本使用料を

１，４７０円とし、人数に応じて議案記載のとおり額が加算されるものであります。

また、農業集落排水施設の使用料につきましても、４３ページになりますが、下水道

と同様の額となっております。ただし、大曲地域の定額制の基本使用料につきましては、

事業運営に係る必要額から算定された経緯を考慮し、現行の２，４１０円としておりま

す。

なお、平成２３年１１月から平成２６年５月まで、また、平成２６年６月から平成

２９年５月までのそれぞれの期間において、急激な負担の増加とならないよう、地域ご

とに段階的な使用料とする激変緩和措置を講ずることとしております。

次に、４８ページから５１ページまでになります。

議案第４２号、大仙市戸別浄化槽の整備に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついて、ご説明申し上げます。

本案は、下水道及び農業集落排水施設の使用料を改定することに伴い、西仙北地域及

び協和地域に設置している市町村設置型の戸別浄化槽の使用料について、その受益内容

が下水道や農業集落排水施設と同等であることから、これらを考慮し、使用料の改定を
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行うもので、平成２３年１１月１日から施行することとしております。

具体的な内容についてでありますが、月額の基本使用料を１，１６０円とし、１１㎥

以上の部分については、それぞれ汚水排除量に応じて議案記載のとおり額が加算される

ものであります。

なお、平成２３年１１月から平成２６年５月までの期間において、急激な負担の増加

とならないよう激変緩和措置を講ずることとしております。

次に、５２ページと５３ページになります。

議案第４３号、大仙市立学校設置条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例の

制定について、ご説明申し上げます。

本案は、平成２４年度に設置する統合小・中学校の名称につきまして、平成２２年第

４回大仙市議会定例会において、仮称で条例改正の議決を得ておりますが、今般、正式

名称として、それぞれ資料記載のとおり定めるもので、公布の日から施行することとし

ております。

次に、５４ページと５５ページになります。

議案第４４号、大仙市立教育研究所設置条例の一部を改正する条例の制定について、

ご説明申し上げます。

本案は、大仙市立教育研究所を大曲図書館２階に移転するため位置を変更するもので、

平成２３年４月１日から施行することとしております。

次に、５６ページ・５７ページになります。

議案第４５号、大仙市公民館条例の一部を改正する条例の制定について、ご説明申し

上げます。

本案は、公共施設見直し計画に基づき、大曲公民館川目分館及び神岡中央公民館蒲分

館を廃止するもので、平成２３年４月１日から施行することとしております。

なお、大曲公民館川目分館は、今後、併設している川目児童館の一部として利用する

こととし、神岡中央公民館蒲分館については地元の蒲部落会に無償譲渡するものであり

ます。

次に、５８ページ・５９ページになります。

議案第４６号、大曲市へき地保育所条例の一部を改正する条例の制定について、ご説

明申し上げます。

本案は、川目へき地保育所につきまして、入所児童が少数であることなどから、平成
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２２年度をもって廃止するほか、高畑へき地保育所の名称を高畑保育園に変更するもの

で、平成２３年４月１日から施行することとしております。

次に、６０ページと６１ページになります。

議案第４７号、大仙市清水診療所設置条例を廃止する条例の制定について、ご説明申

し上げます。

中仙地域の清水診療所につきましては、現在、近隣の開業医が週１回通勤して診療を

行っておりますが、地域の医師が少ない中、医師の通勤負担の軽減や、設備の整ってい

る当該開業医の医院が近隣にあることなどを考慮し、清水診療所への通院実績のある患

者の当該医院への通院を補助することによって、地域の医師及び患者双方にとってより

よい医療環境を整えることとし、これに伴い、清水診療所を廃止するもので、平成２３

年４月１日から施行することとしております。

次に、６２ページと６３ページになります。

議案第４８号、大仙市北楢岡多目的研修集会施設の設置及び管理に関する条例を廃止

する条例の制定について、ご説明申し上げます。

北楢岡地区の集会等の開催に当たりましては、近隣の北楢岡公民館の利用が多く、同

施設の利用が減少していることから、本案は、公共施設見直し計画に基づき、これを廃

止するもので、平成２３年４月１日から施行することとしております。

次に、６４ページから６９ページまでになります。

議案第４９号から議案第５１号までの３件につきましては、関連がありますので一括

してご説明申し上げます。

本３件につきましては、少子化、若者のスキー離れなどによりスキー場の利用者の減

少が著しいことから、公共施設見直し計画に基づき、笹倉スキー場、西仙北スキー場及

び仙北スキー場を廃止するもので、平成２３年４月１日から施行することとしておりま

す。

なお、仙北スキー場跡地につきましては、冬季の市民の体力づくりのため、今後は冬

季健康広場として市民の利用に供することとしており、名称及び位置を条例規定するた

め、大仙市仙北健康広場条例の一部改正を行うものであります。

次に、７０ページから７３ページまでになります。

議案第５２号、大仙市地上デジタル放送再送信施設設置条例の制定について、ご説明

申し上げます。
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本案は、西仙北地域大沢郷地区及び土川地区の各一部、協和地域、南外地域並びに太

田地域真木地区における地上デジタル放送難視聴を解消するため、地域情報通信基盤整

備推進交付金を活用した高速情報通信基盤整備事業として実施している光ファイバケー

ブル網及び共同受信装置の整備が完了することから、施設の供用を開始するため条例を

制定するもので、平成２３年４月１日から施行することとしております。

条例の内容についてでありますが、施設内容とともに、施設の使用料を年額

３，６００円とするほか、接続工事費の実費相当分を利用者が負担することなど利用に

関する事項を規定しております。

次に、７４ページ・７５ページになります。

議案第５３号、大仙市地上デジタル放送再送信施設管理運営基金条例の制定について、

ご説明申し上げます。

本案は、ただいま議案第５２号でご説明申し上げました地上デジタル放送再送信施設

の管理運営費及び新たに加入する世帯への接続工事費の財源に充てるため、大仙市地上

デジタル放送再送信施設管理運営基金を設置するもので、平成２３年４月１日から施行

することとしております。

なお、この基金は、地上デジタル放送の難視聴地域解消事業に対する日本放送協会か

らの助成金などを積み立てて運用することとしております。

次に、７６ページ・７７ページになります。

議案第５４号、大仙市地域中核病院整備支援基金条例の制定について、ご説明申し上

げます。

市におきましては、ふるさと納税制度を活用し、大仙市出身者等から寄せられた寄附

を大仙市ふるさと応援基金に積み立てておりますが、これらの中には寄附金を仙北組合

総合病院の改築支援に活用してほしいという要望があることに加え、地域内からも同様

の寄附の申し出があることから同病院の改築支援を目的に広く寄附を募り、これを財源

として同病院改築を支援するため大仙市地域中核病院整備支援基金を創設するもので、

公布の日から施行することとしております。

次に、７８ページから８２ページまでになります。

議案第５５号、大仙市大曲地域職業訓練センター条例の制定について、ご説明申し上

げます。

市が独立行政法人雇用・能力開発機構から管理運営を受託している大曲地域職業訓練
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センターにつきましては、同機構では平成２２年度をもってその用途を廃止することか

ら、これを市が無償で取得する予定であります。

今後、譲渡契約の締結及び引き渡しが行われますが、本案は引き続き、職業訓練及び

専門技能の養成の場を提供するため、市の施設として設置するもので、平成２３年４月

１日から施行することとしております。

なお、附則で現行の独立行政法人雇用・能力開発機構委託にかかわる大曲地域職業訓

練センター使用料条例を廃止するほか、所要の経過措置を設けております。

次に、８３ページ・８４ページになります。

議案第５６号、大曲仙北広域市町村圏組合規約の一部変更について、ご説明申し上げ

ます。

大曲仙北広域市町村圏組合におきましては、平成１２年の自治事務次官通知の広域行

政圏計画策定要綱が今般廃止されたことに伴い、現行の第四次大曲仙北市町村圏組合計

画の最終年度である平成２２年度をもって当該計画策定などの事務を廃止することとし

ております。

また、県及び構成市町の職員研修等が充実してきたことから、同組合による構成市町

職員の共同研修も廃止することとしております。

つきましては、これら共同処理する事務を廃止する内容で組合規約の一部を変更する

ことについて、関係地方公共団体で協議するため、地方自治法第２９０条の規定により

議会の議決をお願いするものであります。

次に、８５ページになります。

議案第５７号、大仙市協和モーターサイクル場の指定管理者の指定について、ご説明

申し上げます。

本案は、指定期間の満了に伴い、秋田モータースポーツ振興会を新たに指定するもの

であり、地方自治法第２４４条の２第６項の規定により議会の議決をお願いするもので

あります。

なお、指定期間は、平成２３年４月１日から平成２６年３月３１日までの３年間とし

ております。

次に、８６ページから９６ページまでになります。

議案第５８号、市道の路線の認定及び廃止について、ご説明申し上げます。

本案は、市道の路線につきまして、事業の完了に伴い５２路線を認定し、４２路線を
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廃止するものであり、これにより市道の路線数は１０路線増の６，５８４路線、実延長

は９，５３７．９５ｍ増の３１９万４，４８２．７４ｍとなります。

次に、９７ページから９９ページまでになります。

議案第５９号から議案第６１号までの各特別会計への繰入額の変更につきましては、

関連がありますので一括してご説明申し上げます。

本３件につきましては、宅地造成事業、簡易水道事業及び介護老人保健施設介護サー

ビス事業について、既に議会の議決をいただいている平成２２年度一般会計からの事業

資金繰入額の上限を変更する必要が生じましたので、地方財政法第６条の規定により、

議会の議決をお願いするものであります。

各特別会計の繰入額の上限についてでありますが、宅地造成事業特別会計につきまし

ては、繰入額の上限を１，６５２万２千円引き上げ２，９１６万４千円以内に、簡易水

道事業特別会計につきましては、繰入額の上限を４７万８千円引き上げ６億１，０２９

万７千円以内に、介護老人保健施設介護サービス事業特別会計につきましては、繰入額

の上限を２，２２１万９千円引き上げ１億７７１万５千円以内とするものであります。

次に、１００ページから最後の１０８ページまでになります。

議案第６２号から議案第７０号までの９件につきましては、関連がありますので一括

してご説明申し上げます。

本９件につきましては、公営企業会計に係る事業の推進を図るため、平成２３年度一

般会計から事業資金を繰り入れることについて、地方財政法第６条の規定により議会の

議決をお願いするものであります。

各特別会計への繰入額についてでありますが、宅地造成事業特別会計は８７５万２千

円以内、簡易水道事業特別会計は５億６，６５７万２千円以内、公共下水道事業特別会

計は７億６，１４０万１千円以内、特定環境保全公共下水道事業特別会計は４億

４，５７６万円以内、特定地域生活排水処理事業特別会計は１，２４４万円以内、農業

集落排水事業特別会計は７億４０６万５千円以内、介護老人保健施設介護サービス事業

特別会計は７，０４７万６千円以内、老人デイサービス事業特別会計は３，０２６万３

千円以内、スキー場事業特別会計は３，７０２万７千円以内といたしております。

続きまして、お手元の資料Ｎｏ．２の大仙市補正予算書〔３月補正〕をご覧いただき

たいと存じます。

はじめに１ページになります。



- 41 -

議案第７１号、平成２２年度大仙市一般会計補正予算（第１２号）について、ご説明

申し上げます。

今回の補正予算は、事業費の確定に伴う補正、財政調整基金積立金及び長期債の利子

軽減を図るための借り換えの実施に伴う長期債元金償還金などの補正が主なものであり、

歳入歳出予算の総額に、それぞれ７億２，１１０万８千円を追加し、補正後の予算総額

を４８７億５，３２１万８千円とするものであります。

なお、継続費につきましては、契約額の確定に伴う大曲小学校校舎耐震補強事業費の

変更について、また、繰越明許費につきましては、地域中核病院高度化整備事業費のほ

か１０件の追加及び変更について及び債務負担行為につきましては指定管理料２件の追

加について、それぞれ設定するものであります。

それでは、補正予算の概要について、事項別明細書に基づきまして歳入から順にご説

明申し上げます。

１５ページをご覧いただきたいと思います。

歳入６款地方消費税交付金は、２２年度の交付見込みにより３，７１２万９千円の補

正。

９款地方特例交付金は、２２年度の交付実績により６７５万円の補正。

１０款地方交付税は、普通交付税として２億９，４００万３千円、特別交付税として

１億３，８６４万円の補正であります。

１２款分担金及び負担金は、移動通信用鉄塔施設整備費分担金及び農地農業用施設災

害復旧事業費分担金として１７３万２千円の減額補正であります。

１６ページになります。

１３款使用料及び手数料は、９３２万１千円の減額補正であります。

使用料は、市民ゴルフ場使用料など５７８万７千円の減額補正、手数料は、建築確認

申請手数料など３５３万４千円の減額補正であります。

１４款国庫支出金は、７１６万１千円の減額補正であります。

国庫負担金は、国民健康保険保険基盤安定負担金、障がい福祉サービス事業費負担金

など、合わせて２，３４１万４千円の補正であります。

国庫補助金は、国の補正予算に係る住民生活に光をそそぐ交付金の二次配分通知によ

る補正のほか、地域住宅交付金事業費補助金、安全・安心な学校づくり交付金などの減

により２，８８９万１千円の減額補正であります。
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委託金は、子ども手当事務費交付金として１６８万４千円の減額補正であります。

１５款県支出金は、６７１万１千円の補正であります。

県負担金は、国民健康保険及び後期高齢者医療保険に係る保険基盤安定負担金、障が

い福祉サービス事業費負担金など６，０８６万２千円の補正であります。

１８ページになります。

県補助金は、移動通信用鉄塔施設整備事業費補助金、障がい者自立支援臨時対策事業

費補助金、地域水田農業支援緊急対策事業費補助金など３，３７６万２千円の減額補正

であります。

委託金は、参議院議員通常選挙費委託金、ほ場整備換地事業費委託金などとして

２，０３８万９千円の減額補正であります。

１６款財産収入は、各種基金の預金利子のほか、西仙北インターチェンジのスマート

インターチェンジ化に伴い、インターチェンジの標識版などの物品等を東日本高速道路

株式会社へ売り渡す収入など、合わせまして１，６６５万８千円の補正であります。

２０ページになります。

１７款寄附金は、民生費寄附金及び大仙市ふるさと応援寄附金として７５６万２千円

の補正。

１８款繰入金は、肉用牛特別導入事業基金など２７９万６千円の補正であります。

１９款繰越金は、前年度繰越金として３，６８０万８千円の補正であります。

２０款諸収入は、介護予防事業受託費の減のほか、秋田県後期高齢者医療広域連合派

遣職員人件費清算金の補正などとして５６万５千円の補正であります。

２１款市債は、２２ページになりますけれども、地域中核病院高度化整備事業債、小

・中学校施設整備事業債など対象事業費の実績見込みによる補正のほか、長期債の利子

軽減を図るために実施する繰上償還に係る借換債などを含め、合わせて１億９，１７０

万円の補正であります。

次に、歳出についてご説明申し上げます。

２款総務費は、２億８，５５３万４千円の補正であります。

主な内容といたしまして、生活バス路線運行維持対策経費は、バス事業者への補助金

として７，１６１万円の補正、移動通信用鉄塔施設整備事業費は、西仙北地域の事業費

の実績により１，０１３万８千円の減額補正、財政調整基金積立金は、基金の預金利子

分と合わせまして２億５，０５４万２千円の補正。２４ページになります。ふるさと応
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援基金積立金は、ふるさと納税における寄附金の積立金として６２４万５千円の補正、

地域中核病院整備支援基金積立金は、仙北組合総合病院の改築事業を支援する寄附金を

積み立てるもので１００万円の補正であります。

３款民生費は、１億３，０３９万２千円の補正であります。

主な内容といたしまして、国民健康保険事業特別会計繰出金は、保険基盤安定及び財

政安定化支援分等の実績見込みにより８，８８４万７千円の補正、障がい福祉サービス

給付費は、利用者の増及び低所得者の自己負担の無料化に伴う公費負担の増などにより

５，２４７万７千円の補正、高齢者等除雪サービス事業費は、豪雪による利用者の増及

び利用回数の増見込みにより３７７万９千円の補正、介護予防事業費は、実績により

１，１７３万８千円の減額補正、広域市町村圏組合介護保険事業費負担金は、介護給付

費などの実績見込みにより３０７万６千円の補正。２６ページになります。介護老人保

健施設介護サービス事業特別会計繰出金は、診療報酬の減見込みなどにより２，２２１

万９千円の補正、子ども手当は、支給対象児童数の減により８９９万５千円の減額補正、

生活扶助費等は、過年度国庫負担金の確定による返還金として１，１９３万２千円の補

正であります。

４款衛生費は、９５０万４千円の補正であります。

主な内容といたしまして、保健事業費は、各種検診の実績見込みにより１，２６５万

６千円の減額補正、歯科診療所勘定特別会計繰出金は、診療収入の減に伴い、不足分を

繰り出す経費として１４０万円の補正、浄化槽設置整備事業費補助金は、申請件数の減

により１，０８２万８千円の減額補正、後期高齢者医療費等負担金は、現年度療養給付

費負担金の確定等により２，１０４万４千円の補正、後期高齢者医療特別会計繰出金は、

保険基盤安定負担金の確定により１，８３９万１千円の補正であります。

２８ページになります。

５款労働費は、１８３万２千円の補正であります。

主な内容といたしまして、緊急雇用創出臨時対策基金事業費は、実績見込みにより

２０６万４千円の減額補正、大仙市雇用助成金及び緊急雇用助成金は、申請件数の増見

込みにより、それぞれ３１５万円、２２５万円の補正であります。

６款農林水産業費は、４，１７５万４千円の減額補正であります。

主な内容といたしまして、各事業費の実績見込みにより、“今こそチャレンジ”農業

夢プラン応援事業費は７３８万５千円の減額補正、経営体育成交付金事業費は４５０万
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円の減額補正、地域水田農業支援緊急対策事業費は８００万５千円の減額補正、換地処

分等業務費は、神岡地域、中仙地域及び南外地域に係る分について、合わせて

１，５０８万１千円の減額補正であります。

３０ページになります。

７款商工費は、２，５０５万４千円の減額補正であります。

主な内容といたしまして、中小企業振興融資あっせん制度保証料補給金、中小企業振

興設備資金融資利子補給金、中小企業振興緊急経営安定資金融資利子補給金は、当初見

込みを下回ったことにより、それぞれ８１９万８千円、４５０万円、１，９００万円の

減額補正、空き工場等再利用助成金は、空き工場を利用して操業を開始した３社に対す

る補助金として６６２万８千円の補正であります。

８款土木費は、１億６，４１７万９千円の補正であります。

主な内容といたしまして、除雪対策費は、市道の幅員確保及び車道と歩道の間の雪の

壁の排雪など、除雪並びに排雪に係る回数の増により１億８，９９９万８千円の補正、

住宅リフォーム支援事業費は、実績見込みにより１，０００万円の減額補正、地域住宅

交付金事業費は、神岡市営住宅の下水道切替工事及び西仙北地域の北ノ沢市営住宅建設

事業に係る実績により１，７０９万６千円の減額補正であります。

また、特別会計予算の補正に伴い、土地区画整理事業特別会計繰出金は１，１１９万

１千円の減額補正、宅地造成事業特別会計繰出金は１，６５２万２千円の補正でありま

す。３２ページになります。公共下水道事業特別会計繰出金は５４万円の補正、特定環

境保全公共下水道事業特別会計繰出金は２７万８千円の減額補正などであります。

９款消防費は、３４８万７千円の減額補正であります。

内容といたしまして、大曲仙北広域市町村圏組合負担金は４８８万７千円の減額補正、

消防団管理運営費は、消防団員の費用弁償として１４０万円の補正であります。

３４ページになります。

１０款教育費は、１億８，０１７万円の減額補正であります。

主な内容といたしまして、小学校費・中学校費における学校施設耐震化事業費は、事

業費の確定により、小学校費においては１億７，１５５万７千円の減額補正、また、中

学校費においても１，０７１万７千円の減額補正、公民館費や生涯学習施設費に係る補

正は、燃料単価の高騰による各施設の燃料費に係る補正であります。保健体育総務費補

助金は、大仙市スポーツ少年団大会派遣費補助金として１２５万２千円の補正でありま
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す。

３６ページになります。

１１款災害復旧費は、１，０１２万２千円の減額補正であります。

内容といたしまして、農地農業用施設災害復旧事業費（単独分）及び農地等災害復旧

事業費補助金は、夏の豪雨により被災した農地等の復旧費の確定により、それぞれ

４４６万７千円、５６５万５千円の減額補正であります。

１２款公債費は、３億９，０２５万４千円の補正であります。

主な内容といたしまして、長期債元金償還金は、県の市町村振興資金を活用した借換

債の発行により４億２，３３０万円の補正、長期債利子償還金は、実際の借入利率が当

初見込んだ借入利率を下回ったことにより２，９０４万６千円の減額補正であります。

以上が一般会計分であります。

次に、４３ページになります。

議案第７２号、平成２２年度大仙市国民健康保険事業特別会計補正予算（第６号）に

つきましては、事業勘定及び診療所勘定の補正並びに歯科診療所勘定の歳入予算の組替

補正をするものであります。

事業勘定は、一般被保険者療養給付費及び保険財政共同安定化事業拠出金の実績見込

みなどによる補正であり、歳入歳出予算の総額から、それぞれ１億３，０７５万７千円

を減額し、補正後の予算総額を１０２億５，００７万９千円とするものであります。

診療所勘定は、診療収入の減に伴う基金繰入金などに係る補正であり、歳入歳出予算

の総額に、それぞれ４０万５千円を追加し、補正後の予算総額を１億８，０４４万５千

円とするものであります。

歯科診療所勘定は、診療収入の減について一般会計からの繰入金で補てんする歳入の

組替補正であります。

はじめに、事業勘定についてご説明申し上げます。

５０ページをご覧いただきたいと思います。

歳入３款国庫支出金は、療養給付費負担金など６，８０１万２千円の減額補正。

６款県支出金は、都道府県財政調整交付金などとして７，１５５万２千円の補正。

７款共同事業交付金は、保険財政共同安定化事業交付金などとして２億２，３４１万

９千円の減額補正。

８款財産収入は、財政調整基金預金利子として２７万５千円の補正。
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９款繰入金は、保険基盤安定繰入金などの一般会計繰入金として８，８８４万７千円

の補正であります。

５２ページになります。

歳出１款総務費は、国保連合会システム改修費の市負担金等に係る管理事務費などと

して３３４万６千円の補正。

２款保険給付費は、実績見込みに伴う退職被保険者療養給付費などとして４，２７９

万２千円の補正であります。

５４ページになります。

７款共同事業拠出金は、実績見込みに伴う保険財政共同安定化事業拠出金などとして

１億７，７１７万円の減額補正。

１１款基金積立金は、財政調整基金積立金として２７万５千円の補正であります。

６２ページになります。

次に、診療所勘定についてご説明申し上げます。

歳入１款診療収入は、実績見込みに伴う外来収入として２５３万８千円の減額補正。

５款繰入金は、財政調整基金繰入金として２５３万８千円の補正。

７款諸収入は、財政調整基金預金利子として４０万５千円の補正であります。

歳出２款医業費は、薬剤費の使用増に伴う医療用材料品費と消耗器材費の組替補正で

あります。

６４ページになります。

次に、４款財産費は、財政調整基金利子分の積立金として４０万５千円の補正であり

ます。

６８ページになります。

次に、歯科診療所勘定についてご説明申し上げます。

歯科診療所勘定は、診療収入の実績見込みに伴い一般会計からの繰入金を補正する歳

入組替補正であります。

次に、議案第７３号、平成２２年度大仙市老人保健特別会計補正予算（第２号）につ

きましては、特別会計の廃止に伴う一般会計繰出金に係る補正であり、それぞれ１０４

万８千円を追加し、補正後の予算総額を１７１万７千円とするものであります。

７４ページになります。

歳入５款繰越金は、前年度繰越金として３万８千円の補正。
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６款諸収入は、診療報酬返還金などとして１０１万円の補正であります。

歳出３款諸支出金は、特別会計を廃止することに伴う一般会計繰出金として１０４万

８千円の補正であります。

７７ページになります。

次に、議案第７４号、平成２２年度大仙市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２

号）につきましては、後期高齢者医療広域連合への納付金に係る補正であり、歳入歳出

予算の総額から、それぞれ６，６６３万４千円を減額し、補正後の予算総額を８億

２，５３０万７千円とするものであります。

８２ページになります。

歳入１款後期高齢者医療保険料は、特別徴収・普通徴収保険料現年度分として

８，６９３万３千円の減額補正。

３款繰入金は、一般会計繰入金として１，８３９万１千円の補正。

４款繰越金は、前年度繰越金として１９０万８千円の補正であります。

歳出１款総務費は、財源振替であります。

８４ページになります。

２款後期高齢者医療広域連合納付金は、実績見込みにより６，６６３万４千円の減額

補正であります。

次に、議案第７５号、平成２２年度大仙市土地区画整理事業特別会計補正予算（第４

号）につきましては、事業費の確定及び公債費の実績見込みに伴う補正であり、歳入歳

出予算の総額から、それぞれ２，７０８万７千円を減額し、補正後の予算総額を１６億

３，４０１万７千円とするものであります。

また、繰越明許費につきましては、大曲駅前第二地区土地区画整理事業費の補助分に

係る建物移転補償費及び区画道路新設工事費について設定するものであります。

９２ページになります。

歳入１款使用料及び手数料は、都市再生住宅使用料などとして３２３万６千円の補正。

２款国庫支出金は、補助金額の確定により７５３万２千円の減額補正。

４款繰入金は、一般会計繰入金として１，１１９万１千円の減額補正。

８款市債は、大曲駅前第二地区土地区画整理事業債及び住宅市街地総合整備事業債と

して１，１６０万円の減額補正であります。

歳出１款事業費は、大曲駅前第二地区土地区画整理事業費補助分及び住宅市街地総合
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整備事業費などの事業費の確定により２，０７０万８千円の減額補正であります。

９４ページになります。

２款公債費は、償還額の確定による長期債利子償還金として６３７万９千円の減額補

正であります。

９７ページになります。

次に、議案第７６号、平成２２年度大仙市奨学資金特別会計補正予算（第１号）につ

きましては、奨学資金貸付金の実績見込みに伴う補正及び奨学基金積立金の補正であり、

歳入歳出予算の総額から、それぞれ４１１万６千円を減額し、補正後の予算総額を

３，４６１万６千円とするものであります。

１０２ページになります。

歳入１款財産収入は、奨学基金預金利子として５万９千円の補正。

２款寄附金は、３万５千円の補正。

３款繰入金は、奨学基金繰入金として４２１万円の減額補正であります。

歳出１款奨学資金事業費は、実績による奨学資金貸付金及び奨学基金積立金として

４１１万６千円の減額補正であります。

１０５ページになります。

次に、議案第７７号、平成２２年度大仙市宅地造成事業特別会計補正予算（第２号）

につきましては、土地売払収入の減見込みに伴う補正及び繰上償還の実施に係る補正で

あり、歳入歳出予算の総額に、それぞれ５２０万６千円を追加し、補正後の予算総額を

４，０８２万４千円とするものであります。

１１０ページをお願いします。

歳入１款財産収入は、木売沢地区の土地売払収入のほか、年度内の売却が見込めない

払田地区の土地売払収入などについて１，１３１万６千円の減額補正。

２款繰入金は、一般会計繰入金として１，６５２万２千円の補正であります。

歳出１款事業費は、木売沢地区宅地造成事業費の繰上償還経費として５２０万６千円

の補正であります。

１１３ページになります。

次に、議案第７８号、平成２２年度大仙市簡易水道事業特別会計補正予算（第５号）

につきましては、簡易水道事業債の繰上償還に係る補正であり、歳入歳出予算の総額に、

それぞれ１億１，７４８万１千円を追加し、補正後の予算総額を１６億９，９１２万３
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千円とするものであります。

１１９ページになります。

歳入３款財産収入は、簡易水道事業基金預金利子として３千円の補正。

４款繰入金は、一般会計繰入金として４７万８千円の補正。

７款市債は、長期債の利子軽減を図るために実施する繰上償還に係る借換債として

１億１，７００万円の補正であります。

１２０ページになります。

歳出１款総務費は、預金利子の積立に係る簡易水道事業基金積立金として３千円の補

正。

３款公債費は、長期債の利子軽減を図るための繰上償還の実施に伴う元金償還金とし

て１億１，７４８万８千円の補正であります。

１２３ページになります。

次に、議案第７９号、平成２２年度大仙市公共下水道事業特別会計補正予算（第３

号）につきましては、流域下水道事業費の確定に伴う補正、下水道事業債の繰上償還な

どに係る補正であり、歳入歳出予算の総額に、それぞれ９，０６８万円を追加し、補正

後の予算総額を１７億１，３７５万９千円とするものであります。

繰越明許費につきましては、流域下水道事業費負担金について、また、債務負担行為

の設定につきましては、水洗便所改造資金利子補給費の平成２２年度資金分について、

それぞれ設定するものであります。

１３１ページになります。

歳入２款使用料及び手数料は、下水道使用料として４８４万円の補正。

４款繰入金は、一般会計繰入金として５４万円の補正。

７款市債は、流域下水道事業債及び長期債の利子軽減を図るために実施する繰上償還

に係る借換債として８，５３０万円の補正であります。

１３２ページになります。

歳出１款総務費は、流域下水道維持管理費負担金に係る下水道維持管理費として

４８４万円の補正。

２款事業費は、事業費の確定による流域下水道事業費として９２６万８千円の減額補

正であります。

１３４ページになります。
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３款公債費は、長期債の利子軽減を図るための繰上償還実施に伴う元金償還金の補正

として９，５１０万８千円の補正であります。

１３７ページになります。

次に、議案第８０号、平成２２年度大仙市特定環境保全公共下水道事業特別会計補正

予算（第３号）につきましては、流域下水道事業費の確定に伴う補正及び下水道事業債

の繰上償還に係る補正であり、歳入歳出予算の総額に、それぞれ４，０３２万２千円を

追加し、補正後の予算総額を８億６，４３８万８千円とするものであります。

なお、繰越明許費につきましては、流域下水道事業費負担金について、また、債務負

担行為につきましては、特定環境保全公共下水道事業資金融資斡旋利子補給金の平成

２２年度資金分について、それぞれ設定するものであります。

１４５ページになります。

歳入４款繰入金は、一般会計繰入金として２７万８千円の減額補正。

７款市債は、流域下水道事業債及び長期債の利子軽減を図るために実施する繰上償還

に係る借換債として４，０６０万円の補正であります。

１４６ページになります。

歳出２款事業費は、事業費の確定による流域下水道事業費として２３１万７千円の減

額補正。

３款公債費は、長期債の利子軽減を図るための繰上償還の実施に伴う元金償還金の補

正及び償還額の確定による長期債利子償還金として４，２６３万９千円の補正でありま

す。

１５１ページになります。

次に、議案第８１号、平成２２年度大仙市農業集落排水事業特別会計補正予算（第３

号）につきましては、農業集落排水事業債償還基金積立金の補正であり、歳入歳出予算

の総額に、それぞれ１１万７千円を追加し、補正後の予算総額を１７億７，８９７万円

とするものであります。

債務負担行為につきましては、水洗便所改造資金利子補給費の平成２２年度資金分に

ついて設定するものであります。

１５７ページになります。

歳入８款財産収入は、農業集落排水事業債償還基金利子として１１万７千円の補正で

あります。
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１５８ページになります。

歳出１款総務費は、農業集落排水事業債償還基金積立金として１１万７千円の補正で

あります。

１６１ページになります。

次に、議案第８２号、平成２２年度大仙市介護老人保健施設介護サービス事業特別会

計補正予算（第３号）につきましては、介護給付費収入等の減による一般会計繰入金の

補正及び燃料費などに係る補正であり、歳入歳出予算の総額に、それぞれ８７万円を追

加し、補正後の予算総額を８億３，６６８万７千円とするものであります。

１６６ページになります。

歳入１款サービス収入は、施設介護サービス費収入などとして２，１３４万９千円の

減額補正。

４款繰入金は、一般会計繰入金として２，２２１万９千円の補正であります。

１６８ページになります。

歳出１款総務費は、八乙女荘及び幸寿園の燃料費の高騰に伴う一般管理費として

２４７万円の補正。

２款サービス事業費は、八乙女荘における医薬品等の減などによる施設介護サービス

事業などについて１６０万円の減額補正であります。

１７１ページになります。

次に、議案第８３号、平成２２年度大仙市スキー場事業特別会計補正予算（第３号）

につきましては、協和スキー場の来場者の増加に伴うスキー場運営費などに係る補正で

あり、歳入歳出予算の総額に、それぞれ４６５万７千円を追加し、補正後の予算総額を

６，５０７万１千円とするものであります。

１７６ページになります。

歳入１款使用料及び手数料は、スキーリフト運賃として２７９万円の補正。

４款諸収入は、食堂収入として１８６万７千円の補正であります。

歳出２款事業費は、協和スキー場の来場者の増加に伴うスキー場運営費及びリフト運

転費として４６５万７千円の補正であります。

１７９ページになります。

次に、議案第８４号、平成２２年度大仙市淀川財産区特別会計補正予算（第１号）に

つきましては、立木損失補償金などの諸収入に伴う一般管理費などについての補正であ
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り、歳入歳出予算の総額に、それぞれ３３万２千円を追加し、補正後の予算総額を

２０３万２千円とするものであります。

１８４ページになります。

歳入４款諸収入は、立木損失補償金などの雑入として３３万２千円の補正であります。

歳出２款総務費は、立木損失補償の収入に伴う一般管理費及び淀川財産区基金積立金

として３３万２千円の補正であります。

以上、提出議案につきまして一括してご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、

ご承認賜りますようお願い申し上げます。

○議長（児玉裕一君） 次に、日程第６７、議案第８５号を議題といたします。

提案理由の説明を求めます。藤田水道局長。

○水道局長（藤田良雄君）【登壇】 補正予算書の１８７ページをお開き願います。

議案第８５号、平成２２年度大仙市上水道事業会計補正予算（第４号）につきまして、

ご説明申し上げます。

今回の補正につきましては、配水施設拡張改良費として大曲橋架替えに伴う水道施設

整備工事及び配水管改良工事等の実績見込みによる減額補正と、これらに伴う県からの

補償金及び他会計工事負担金などを減額補正するものであります。

また、大曲橋架替えに伴い、新設橋梁へ添架される配水管の支持材の設置について、

債務負担行為の設定をお願いするものであります。

第２条につきましては、平成２２年度大仙市上水道事業会計予算第４条本文括弧書を

「資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額３億７，８７４万４千円は、過年度分

損益勘定留保資金１億６，５９３万１千円、減債積立金１億円、建設改良積立金１億円、

当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額１，２８１万３千円で補てんするもの

とする。」に改め、資本的収入及び支出の予定額を補正するものであります。

収入第１款資本的収入は１億５５２万円の減額補正であります。

第１項工事負担金は、下水道整備工事及び大曲駅前第二地区土地区画整理事業に伴う

配水管移設工事の実績見込みにより４３３万４千円の減額、第２項負担金は、消火栓移

設工事の実績見込みにより１７万３千円の減額、第４項補償金は、大曲橋架替えに伴う

水道施設整備工事の実績見込みによる減額と管理棟・車庫棟建築工事及び付随する電気

設備、機械設備、場内整備工事の補償について、県との協議において他の水道施設と同
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様に、新設する費用をもとに補償額を算定することとして予算計上をしておりましたが、

現存する建物の価格をもとに補償金を算定することとなったため１億１０１万３千円の

減額補正をするものであります。

支出第１款資本的支出の第１項建設改良費は、大曲橋架替えに伴う水道施設整備工事

及び配水管改良工事等の実績見込みによる６，７８９万９千円の減額補正であります。

１８８ページをお願いします。

第３条につきましては、債務負担行為をすることができる事項について、その期間及

び限度額を定めるもので、大曲橋架替えに伴う水道施設整備事業、配水管橋梁添架支持

材負担金として、県で施工する橋梁上部工工事と同時に設置する必要があるため、支持

材の設置の費用を県に負担金として納入するもので、その期間を橋梁上部工工事の平成

２３年度から２４年度とし、限度額を１，０００万円とするものであり、財源は自己財

源であります損益勘定留保資金を充当するものであります。

以上、議案第８５号につきましてご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご

承認賜りますようお願い申し上げます。

○議長（児玉裕一君） 申し上げます。この際、暫時休憩いたします。本会議は午後２時

２０分に再開いたします。

午後 ２時０９分 休 憩

…………………………………………………………………………………………………………

午後 ２時１９分 再 開

○議長（児玉裕一君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

○議長（児玉裕一君） 日程第６８、議案第８６号から日程第８８、議案第１０６号まで

の２１件を一括して議題といたします。

提案理由の説明を求めます。久米副市長。

○副市長（久米正雄君）【登壇】 議案第８６号、平成２３年度大仙市一般会計予算につ

いて、ご説明申し上げます。

資料Ｎｏ．３の各会計予算の１ページをお願いします。

一般会計歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ４４１億２，５２３万４千円で、

前年度当初予算に比べ５億６，４９０万７千円の増、率にして１．３％増となっており、
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前年度に引き続き、地域の経済情勢を踏まえた「積極型予算」となっております。

また、２３年度予算は、市の重点施策である子育て支援や教育の充実を図るほか、新

たな農業振興計画のスタートや仙北組合総合病院の移転改築を核とした事業の本格化な

ど、ソフト・ハード両面において地域生活に配慮した予算となっております。

それでは、歳入歳出予算の概要につきましてご説明申し上げます。

７ページになりますが、債務負担行為では、農業経営基盤強化資金等利子補給費ほか

３件について設定をお願いするものであります。

次に、事項別明細書により、歳入から順にご説明申し上げます。

１８ページをお願いします。

１款市税につきましては、対前年度比０．６％増の７７億３，８９７万１千円を計上

しております。

主な税目としては、現年課税分の個人市民税が２３億２，４１６万９千円、法人市民

税が５億１，６１０万３千円、固定資産税が３９億３，３５９万９千円の計上でありま

す。

２款地方譲与税は、地方揮発油譲与税、自動車重量譲与税について、地方財政計画な

どを勘案し、対前年度比２．８％減の８億３，２７２万３千円を計上しております。

３款利子割交付金は、地方財政計画及び前年度決算見込額を勘案し、対前年度比

１１．６％減の１，７２６万９千円を計上しております。

４款配当割交付金は、地方財政計画をもとに６１１万２千円を計上しております。

５款株式等譲渡所得割交付金は、地方財政計画をもとに１８６万４千円を計上してお

ります。

２０ページになります。

６款地方消費税交付金は、地方財政計画及び前年度決算見込額をもとに、対前年度比

７．８％増の８億９，４５２万円を計上しております。

７款ゴルフ場利用税交付金は、大曲地域１カ所と協和地域３カ所の計４ゴルフ場分で

１，８０３万８千円を計上しております。

８款自動車取得税交付金は、地方財政計画及び前年度決算見込額をもとに、対前年度

比５．５％減の１億５，００６万８千円を計上しております。

９款地方特例交付金は、地方財政計画及び前年度決算額を勘案し、対前年度比

１１．３％増の１億５，４７６万円を計上しております。
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１０款地方交付税については、対前年度比５．０％増の２００億６，６２９万２千円

を計上しております。

普通交付税については、地方財政計画及び制度改正による特別交付税からの移行分等

を勘案し、当初予算比較で５．９％増の１９０億７，９２５万８千円を計上しておりま

す。

なお、特別交付税は、当初予算比較９．４％減の９億８，７０３万４千円を計上して

おります。

１１款交通安全対策特別交付金は、対前年度比７．１％減の１，９７０万５千円を計

上しております。

１２款分担金及び負担金は、対前年度比１４．４％減の２億９，０７７万３千円を計

上しております。

主な項目としては、２２ページになりますが、農林水産業費分担金が１，５２３万４

千円、保育所保育料負担金など民生費負担金が２億６，３６５万９千円であります。

１３款使用料及び手数料は、対前年度比６．２％増の５億１，１９２万８千円を計上

しております。

主な項目として、光ファイバ網使用料などの総務使用料が４，２１７万７千円、土木

使用料は、市民ゴルフ場、市営住宅使用料などとして２億７３万４千円、幼稚園使用料、

各社会教育施設など教育使用料が４，４９０万４千円、手数料は戸籍、諸証明手数料、

一般廃棄物処理手数料など１億８，４４９万１千円であります。

２６ページになります。

１４款国庫支出金は、対前年度比１０．２％増の４９億３，６６９万７千円を計上し

ております。

主な項目としては、保育所運営費負担金、子ども手当負担金、生活保護費負担金など

民生費国庫負担金が４２億９７６万４千円、土木費国庫補助金は、南外１号線や上ノ台

１号線、市街地再開発事業などにかかわる社会資本整備総合交付金などとして４億

４，０３２万６千円、西仙北地域統合小学校整備事業費などに係る学校施設環境改善交

付金などの教育費国庫補助金が１億５，３６９万２千円、委託金は、国民年金事務委託

金など２，９６５万１千円であります。

１５款県支出金は、対前年度比２１．６％増の２９億４，８２１万８千円を計上して

おります。
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主な項目としては、国民健康保険・後期高齢者医療保険基盤安定負担金、保育所運営

費負担金など民生費県負担金が１２億８，９９９万６千円、移動通信用鉄塔施設整備事

業費補助金などの総務費県補助金が１億１，０２０万３千円、３０ページになりますが、

医療給付費補助金、すこやか子育て支援事業費補助金などの民生費県補助金が５億

４，５２９万７千円、子宮頸がん等ワクチン接種緊急促進補助金などの衛生費県補助金

が１億３，０３４万２千円、秋田県緊急雇用創出臨時対策基金事業費補助金などの労働

費県補助金が２億３，６５１万７千円、えだまめ日本一産地条件整備事業費補助金、

３２ページになりますが、農業者戸別所得補償制度推進事業費補助金など新規を含めた

農林水産業費県補助金が２億３，６０８万６千円、委託金は、県民税徴収交付金や秋田

県議会議員選挙費委託金など２億２，５１８万５千円であります。

３５ページになります。

１６款財産収入は、土地貸付収入、土地売払収入など６，６４２万１千円を計上して

おります。

３６ページになります。

１７款寄附金は、存置項目として１千円を計上しております。

１８款繰入金は、２億３，５１８万１千円を計上しております。

前年度と比較し大幅な増となっているのは、平成１８年度に学校給食総合センター建

設に伴い発行した「だいせん夢未来債」の満期一括償還を２３年度に迎えるにあたり、

これまで償還財源として積み立ててきた減債基金繰入金のほか、環境保全基金繰入金、

３８ページになりますが、水洗便所等改造資金貸付基金繰入金、国の住民生活に光をそ

そぐ交付金を財源とした基金繰入金などを計上しております。

なお、財政調整基金につきましては、今後の財政運営を勘案し、前年度に引き続き、

繰り入れは行っておりません。

１９款繰越金は、今冬の除雪経費を勘案し、前年度比５，０００万円減の３億円を計

上しております。

２０款諸収入は、対前年度比３．３％増の１８億３，５１４万８千円を計上しており

ます。

主な項目として、貸付金元利収入は１２億７，８５０万４千円、４１ページになりま

すが、介護予防事業受託費など受託事業収入は２億１，３３９万１千円、雑入は検診納

付金や４３ページの入場料等収入、４４ページになりますが市町村振興助成金など合わ
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せて３億３，５１５万８千円であります。

４７ページになります。

２１款市債は、公債費負担適正化計画に則り、市債発行額の抑制を図ったことなどか

ら、対前年度比３５．３％減の３１億５４万５千円を計上しております。

主な項目としては、４８ページになりますが、県営ほ場整備事業債などの農林水産業

債は９，４３０万円、道路橋りょう債や都市計画債の土木債は４億９，７９０万円、教

育債は、大曲中学校屋内体育館建設事業債の終了により、前年度比大幅減の１億

９，６６０万円、普通交付税の代替財源である臨時財政対策債は、国の制度変更により

前年度に比較し大幅減となる１５億５，５５４万５千円を計上しております。

次に、歳出について順に申し上げます。

１款議会費は、４億６７３万４千円で、前年度当初と比べて３２．１％増となってお

ります。

議会費における主な経費としては、議員報酬・期末手当及び共済費、議会活動費、議

会管理費などを計上しており、議員報酬・期末手当及び共済費におきましては、議員年

金制度の廃止に伴う経過措置としての給付に必要な経費は、自治体が負担することから

増となっております。

５０ページとなります。

２款総務費は、４５億４，２９７万４千円で、前年度当初と比べて６．５％減であり

ます。

総務費における主な経費としては、地域公共交通システム運行事業費、男女共同参画

推進経費、首都圏等ふるさと会関連経費、財政調整基金積立金のほか、新規事業として、

少子化対策として出会い支援や出会いイベントの検討などに取り組む「むすび・サポー

ト事業費」、地域住民組織が行う地域づくり活動に対して支援する「がんばる集落活性

化支援事業費」、宮崎市佐土原町との有縁交流提携１０周年を記念する「宮崎市佐土原
う えん

地域交流事業費」などを計上しております。また、地域振興事業費（地域枠）について

は、地域が主体となって様々な課題に取り組んでいただけるように前年度と同額を確保

するなど、所要額を計上しております。

６５ページになります。

３款民生費は、１２７億４，６２４万５千円で、前年度当初と比べて７．５％の増と

なっております。
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民生費における主な経費としては、介護予防事業費、子ども手当、生活扶助費等のほ

か、新規事業として、光基金を活用した「障がい者施設支援員等就業推進事業費」、

「児童相談強化事業費」、大仙市内の居住者で、かつ市内の就労支援施設等に通所する

障がい者やその介護者に対し、通所にかかわる交通費の一部を助成する「障がい者通所

施設等交通費助成金支給事業費」などを計上しております。また、支援を要する園児の

ために支援員を配置する要支援児童保育対策事業費における支援員の拡充を図っており、

そのほか、高齢者や障がい者に係る社会福祉費、児童福祉費など安定した社会生活に必

要な所要額を計上しております。

７６ページになります。

４款衛生費は、５２億８８７万２千円で、前年度当初と比べて７．８％の増となって

おります。

衛生費における主な経費としては、母子保健推進費、各種検診事業などを実施するた

めの保健事業費、浄化槽設置整備事業費補助金、ごみ収集関係費のほか、新規事業とし

て、重点施策の一つである子育て支援における「子宮頸がん等ワクチン接種経費」を計

上しております。これは、子宮頸がん予防ワクチン・ヒブワクチン・小児用肺炎球菌ワ

クチンの予防接種に要する経費として実施するものであり、子宮頸がん予防ワクチンに

ついては、国の定める接種対象年齢層の中学１年生から高校１年生のほか、単独事業と

して高校２年生・３年生も対象とし、その接種経費の無料化を推進するとともに、１９

歳については、保健事業費の婦人検診において対応してまいります。また、「自殺予防

対策費」は、新たに臨床心理士等を配置し、相談支援体制などを強化いたします。「家

庭用ＬＥＤ照明購入補助事業費」は、ＬＥＤ電球または照明機器の購入経費に対し助成

することで、電力使用量削減による二酸化炭素の排出抑制を図るものであります。また、

「廃棄物減量化対策費」につきましては、新たにペットボトルキャップの拠点回収を実

施するほか、保健衛生や清掃費など、健康で衛生的な生活環境の充実を図る所要額を計

上しております。

８３ページになります。

５款労働費は、２億３，３１５万１千円で、前年度当初と比べ１２．６％の増であり

ます。

労働費における主な経費としては、出稼対策費やシルバー人材センター運営費補助金、

助成金制度による各雇用助成金のほか、新規事業として、４５歳未満の求職者を対象に
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就職につながる無料の資格取得講座を開設し、就職活動を支援する「求職者技能教育

チャレンジ事業費」、４５歳未満の在職者を対象に職業訓練講習の受講を支援する「在

職者職業スキルアップ事業費」のほか、切れ目のない雇用対策の実施として、秋田県緊

急雇用創出臨時対策基金を活用した「緊急雇用創出臨時対策基金事業費」などの所要額

を計上しております。

８５ページになります。

６款農林水産業費は、２３億８，６７６万９千円で、前年度当初と比べて１３．３％

の減であります。

これは、県営土地改良事業費負担金について、２３年度事業計画の一部を２２年度に

前倒ししたことにより、事業費が減となったことが主な要因であります。

農林水産業費における主な経費としては、米粉等消費拡大推進事業費、農業夢プラン

実現事業費や県営土地改良事業費負担金のほか、２３年度からの新たな農業振興計画の

スタートにあわせ、本市の重点野菜３品目（えだまめ・アスパラ・ソラマメ）の出荷拡

大を奨励する「大仙重点野菜生産拡大事業費」、本市農業モデル経営体へ支援する「農

業トップランナー育成事業費」などの市単独事業を新たに予算計上しております。その

ほかの新規事業として、ソフト事業では「未来へのこせ 地域特産野菜等応援事業費」、

「環境保全米生産支援事業費」、ハード事業では「秋田スギ大規模製材工場建設事業費

補助金」などを計上しており、このほか、基幹産業である農業振興のための経費、畜産

業費、林業支援経費、水産業振興経費についても所要額を計上しております。

９８ページになります。

７款商工費は、１６億５，８８４万９千円で、前年度当初と比べて３．０％の増であ

ります。

商工費における主な経費としては、経済・雇用・生活緊急対策第３次行動計画におけ

る市内中小企業者への経営支援策である、中小企業振興融資あっせん制度保証料補給金

や融資利子補給金、中小企業融資預託金のほか、新規事業として、ＪＲ大曲駅に併設す

る「ふれあい広場」の機能向上を図る「駅ふれあい広場機能向上事業費」、大曲商工会

議所と連携しながらフィルムコミッション設立のための「フィルムコミッション事業調

査費」などを計上しております。また、補助対象経費の限度額や対象地域を拡充する

「がんばる商店等応援事業費補助金」、専門の消費生活相談員を配置し、消費生活相談

体制の整備及び強化を図る「消費生活対策事業費」のほか、企業誘致対策費、商業活性
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化支援、観光振興にかかわる経費などの所要額を計上しております。

１０４ページになります。

８款土木費は、４５億４，８５５万６千円で、前年度当初と比べて３．６％増であり

ます。

土木費における主な経費といたしましては、市単独道路整備事業費、維持管理経費、

地方特定道路整備事業費のほか、重点施策の一つである仙北組合総合病院の移転改築を

核とする「市街地再開発事業費」に本格的に取り組んでまいります。そのほか新規事業

として、社会資本整備総合交付金を活用した「南外１号線」、「上ノ台１号線」道路整

備事業費、橋梁長寿命化修繕計画を策定する「橋りょう維持費」、「中通線街路整備事

業費」を計上しております。なお、除雪対策費については、車両修繕料など所要額の計

上であり、今後、９月定例議会で通年ベースで必要な経費を補正計上する予定でありま

す。

１１１ページになります。

９款消防費は、１６億１，３０８万６千円で、前年度当初と比べて１．０％増であり

ます。

消防費における主な経費といたしましては、消防団管理運営費や消防施設維持管理費、

防災対策費のほか、新規事業として、消防団ＯＢで構成し、消防活動の支援を行う消防

団協力員制度を新設する「消防団組織活性化対策事業費」などを計上しております。

１１４ページになります。

１０款教育費は、４５億４，３３９万１千円で、前年度当初と比べて４．７％の減で

あります。

これは、２１・２２年度と継続事業でありました大曲中学校屋内体育館建設事業が終

了したことが主な要因であります。

教育費における主なソフト事業にかかわる経費としては、芸術鑑賞事業費、生涯学習

推進費、文化財保護経費、スポーツ・レクリエーションの推進のための経費などのほか、

重点施策である教育の充実として、幼稚園、小・中学校における支援を要する幼児・児

童生徒をサポートする生活支援員等の経費に、新たに光基金を活用し、４名増員を図る

経費や、子ども読書支援サポーターの配置や幼稚園・保育園への絵本、小・中学校への

学校図書の購入などにかかわる「親と子の夢を育む読書活動推進事業費」などを計上し

ております。そのほかのソフト事業における新規事業として、小・中学校の音楽活動の
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充実のため、楽器購入に係る「音のまち大仙楽器サポート事業費」、ハード事業では、

西仙北地域統合小学校の増改築等に要する「統合小学校整備事業費」などを計上してお

ります。また、平成２３年度インターハイのなぎなた競技が８月にふれあい体育館を会

場に実施されることから、その所要額を計上しております。

１３６ページになります。

１１款災害復旧費は７０３万１千円であり、補助分の災害復旧事業費については、災

害が発生した後の国の査定結果等を踏まえ予算計上する予定であります。

１３７ページになります。

１２款公債費は、６１億７，９５７万６千円で、前年度当初と比べて１．６％減で計

上しております。

１３８ページになります。

１３款予備費は、前年度同額の５，０００万円を計上しております。

次に、各特別会計についてご説明申し上げます。

１６５ページになります。

議案第８７号、平成２３年度大仙市国民健康保険事業特別会計予算は、事業勘定で歳

入歳出それぞれ１０３億６８３万４千円、診療所勘定で歳入歳出それぞれ１億

７，７１１万４千円、歯科診療所勘定で歳入歳出それぞれ３，６３５万２千円でありま

す。

１８５ページになります。

２款保険給付費は、国民健康保険税の課税所得額の減や一人当たりの被保険者療養費

の伸び等を勘案し、６４億７８７万５千円を計上しております。

また、３款後期高齢者支援金等は１１億８，５６８万３千円、７款共同事業拠出金は

１６億４２５万円など所要額を計上しております。

２１５ページになります。

診療所勘定は、地域医療体制の充実を図るため、一日平均の目標患者数を約１００人

と見込み、一般管理費事務費など総務費は１億２，６０７万１千円、医療用器械器具費

など医業費は３，３０１万８千円を計上しているほか、公債費など所要額を計上してお

ります。

２３９ページになります。

歯科診療所勘定は、地域の歯科医療を確保し、一日平均の目標患者数を２０人弱と見



- 62 -

込み、医業費は７２５万１千円など所要額を計上しております。

２４３ページになります。

次に、議案第８８号、平成２３年度大仙市後期高齢者医療特別会計予算は、歳入歳出

それぞれ８億８８９万８千円であります。

後期高齢者医療特別会計は、原則７５歳以上の高齢者を対象とした後期高齢者医療制

度について、広域連合と市が連携し、保険料の徴収事務や保険給付にかかわる事務を取

り扱うものであり、主な内容としては、２５３ページになりますが、２款後期高齢者医

療広域連合納付金は７億７，７８６万４千円など所要額を計上しております。

２６３ページになります。

議案第８９号、平成２３年度大仙市土地区画整理事業特別会計予算は、歳入歳出それ

ぞれ２１億５９６万１千円であります。

２７２ページからになりますが、土地区画整理事業特別会計の主な内容は、中通線新

設工事のほか大花線新設工事、建物移転補償費などの事業費として１４億１，６７５万

３千円のほか、公債費などにかかわる所要額を計上しております。

２８３ページになります。

次に、議案第９０号、平成２３年度大仙市学校給食事業特別会計予算は、歳入歳出そ

れぞれ１２億１，９８４万７千円であります。

２９２ページになりますが、主な内容は、児童・生徒など約７，０００人分にかかわ

る安全で安心な学校給食の提供を図るため、給食材料費や調理運搬業務委託費などの給

食事業費として７億８，４３８万１千円を計上しているほか、だいせん夢未来債の満期

一括償還にかかわる公債費など所要額を計上しております。

３０５ページになります。

議案第９１号、平成２３年度大仙市奨学資金特別会計予算は、歳入歳出それぞれ

３，８０１万２千円であります。

奨学資金特別会計は、経済的理由で就学困難な者に対し奨学資金を貸付する事業であ

ります。事務費のほか、２３年度は、大学生など３０人、高校生１５人分の奨学資金貸

付金など３，８０１万２千円を計上しております。

３１７ページになります。

議案第９２号、平成２３年度大仙市宅地造成事業特別会計予算は、歳入歳出それぞれ

２，７０２万８千円であります。
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３２５ページになりますが、宅地造成事業特別会計の主な内容は、仙北地域の払田地

区及び西仙北地域の強首地区にかかわる町村土地開発公社への返還金や土地の維持管理

費、宣伝広告費として２，６９２万８千円などを計上しております。

３２９ページになります。

議案第９３号、平成２３年度大仙市簡易水道事業特別会計予算は、歳入歳出それぞれ

１３億６，４０９万９千円であります。

簡易水道事業特別会計は、仙北地域の戸地谷地区簡易水道事業の終了などにより、前

年度と比較し約２億円の減となっております。

３３８ページになりますが、主な内容といたしまして、維持管理にかかわる一般管理

費などの総務費は２億５，４３９万８千円、また、安全で安定した水源の確保や水道水

の供給を目的に、西仙北地域大沢郷地区、刈和野地区、南外地区、神岡地域北楢岡地区、

協和地域協和中央地区、淀川地区の合計６カ所の事業費として３億６，９４７万４千円

を計上しているほか、公債費など所要額を計上しております。

３５１ページになります。

議案第９４号、平成２３年度大仙市公共下水道事業特別会計予算は、歳入歳出それぞ

れ１７億８，１９６万６千円であります。

３６０ページになりますが、主な内容は、下水道維持管理費にかかわる総務費として

３億２，１９６万１千円、また、大曲地域及び神岡地域の管渠敷設工事費の増や大曲駅

前第二地区土地区画整理事業地内の下水道整備工事が新たに開始となることから、事業

費として５億８，０５５万４千円を計上しているほか、公債費など所要額を計上してお

ります。

３７５ページになります。

次に、議案第９５号、平成２３年度大仙市特定環境保全公共下水道事業特別会計予算

は、歳入歳出それぞれ７億７，２２０万４千円であります。

３８４ページになりますが、主な内容は、下水道維持管理費にかかわる総務費として

１億５，４７４万４千円、また、中仙地域及び南外地域の管渠工事や設計業務費などの

事業費として１億７，８６９万４千円を計上しているほか、公債費など所要額を計上し

ております。

３９７ページになります。

議案第９６号、平成２３年度大仙市特定地域生活排水処理事業特別会計予算は、歳入
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歳出それぞれ２，５２５万７千円であります。

４０６ページになりますが、主な内容は、西仙北地域及び協和地域にかかわる浄化槽

維持管理費など、総務費として１，５０１万８千円、公債費は９７３万９千円など所要

額を計上しております。

４１１ページになります。

議案第９７号、平成２３年度大仙市農業集落排水事業特別会計予算は、歳入歳出それ

ぞれ１５億９，６５４万４千円であります。

前年度と比較し、太田地域の三本扇地区の事業費の減などにより、約１億７，２００

万円の減となっております。

４２１ページになりますが、主な内容といたしまして、農業集落排水維持管理費にか

かわる総務費は１億９，０９３万１千円、また、大曲地域角間川地区及び太田地域三本

扇地区の農業集落排水事業費は５億２，１０３万円を計上しているほか、公債費など所

要額を計上しております。

４３５ページになります。

議案第９８号、平成２３年度大仙市介護老人保健施設介護サービス事業特別会計予算

は、歳入歳出それぞれ８億２，１２２万３千円であります。

この介護サービス事業は、要介護状態となった利用者に対し、医学的管理下における

機能訓練、介護等の施設サービスを提供し、在宅復帰を支援する事業であり、４４６

ページになりますが、主な内容としましては、八乙女荘及び幸寿園２施設における施設

運営費などの総務費は６億８，２７５万８千円、サービス事業費は９，３６６万６千円

のほか、公債費など所要額を計上しております。

４５９ページとなります。

議案第９９号、平成２３年度大仙市老人デイサービス事業特別会計予算は、歳入歳出

それぞれ６，６８２万円であります。

老人デイサービス事業特別会計は、利用者が可能な限り在宅での生活を継続できるよ

うに通所による機能訓練等の各種サービスを提供する事業であり、２３年度予算は、南

外地域福寿園の法人移行に伴い、前年度と比較し約８，４００万円の減となっているも

のであります。

４６８ページになりますが、主な内容といたしましては、協和デイサービスセンター

における施設運営費などの総務費は１，１７４万５千円、サービス事業費として



- 65 -

２，５７４万円のほか、公債費など所要額を計上しております。

４７３ページになります。

議案第１００号、平成２３年度大仙市スキー場事業特別会計予算は、歳入歳出それぞ

れ３，７０５万６千円であります。

４８２ページになりますが、主な内容は、大曲ファミリースキー場の維持管理や協和

スキー場のスキーハウス改修工事費などにかかわるスキー場事業費として３，２０４万

４千円のほか、公債費など所要額を計上しております。

４８７ページになります。

議案第１０１号、平成２３年度大仙市内小友財産区特別会計予算は、歳入歳出それぞ

れ４３万円であります。

４９６ページになりますが、主な内容といたしまして、管理会運営費など管理会費と

して３７万７千円など所要額を計上しております。

５０１ページになります。

議案第１０２号、平成２３年度大仙市大川西根財産区特別会計予算は、歳入歳出それ

ぞれ４１万６千円であります。

５０９ページになりますが、主な内容といたしまして、管理会運営費など管理会費と

して３７万７千円など所要額を計上しております。

５１３ページになります。

議案第１０３号、平成２３年度大仙市荒川財産区特別会計予算は、歳入歳出それぞれ

２１０万円であります。

５２２ページになりますが、主な内容といたしまして、財産区管理会諸経費など管理

会費として４９万３千円、総務費では一般管理費など８３万４千円のほか、所要額を計

上しております。

５２７ページになります。

議案第１０４号、平成２３年度大仙市峰吉川財産区特別会計予算は、歳入歳出それぞ

れ１６６万４千円であります。

５３５ページになりますが、主な内容といたしまして、財産区管理会諸経費など管理

会費として４７万４千円、総務費では一般管理費など４７万円のほか、所要額を計上し

ております。

５４１ページになります。
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議案第１０５号、平成２３年度大仙市船岡財産区特別会計予算は、歳入歳出それぞれ

２００万円であります。

５５０ページになりますが、主な内容といたしまして、財産区管理会諸経費など管理

会費として４９万円、総務費では財産造成費など６７万２千円のほか、所要額を計上し

ております。

５５５ページになります。

議案第１０６号、平成２３年度大仙市淀川財産区特別会計予算は、歳入歳出それぞれ

２４０万４千円であります。

５６３ページになりますが、主な内容といたしまして、財産区管理会諸経費など管理

会費として４８万９千円、総務費では財産造成費など８４万５千円のほか、所要額を計

上しております。

以上、平成２３年度一般会計・特別会計予算の概要を申し上げましたが、よろしくご

審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。

○議長（児玉裕一君） 次に、日程第８９、議案第１０７号を議題といたします。

提案理由の説明を求めます。伊藤市立大曲病院事務長。

○病院事務長（伊藤和保君）【登壇】 それでは、議案第１０７号、平成２３年度市立大

曲病院事業会計予算について、説明申し上げます。

資料につきましては、資料Ｎｏ．３の予算書５６９ページからとなっておりますので、

お開き願いたいと思います。

早速ですが、こちらの５６９ページの予算第２条、業務の予定量から説明させていた

だきます。

平成２３年度の業務の予定量につきましては、入院では、一日平均患者数を前年度と

同様に１１５人とし、年間延べ患者数を４万２，０９０人、病床利用率で９５．８％と

見込んでおります。

また、外来では、一日平均患者数を前年度比較で３人多い６０人とし、年間の延べ患

者数を１万４，６４０人と見込んでおります。

さらに、在宅医療の一環として実施してきております精神科訪問看護・指導につきま

しては、訪問対象患者数やこれまでの実績を勘案し、一日の訪問患者を２人として、週

２日あるいは３日の訪問を実施することで、年間延べ患者数を２２４人と見込んだとこ
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ろでございます。

次に、予算の概要についてでありますが、予算第３条の収益的収入及び支出の予定額

につきましては、収入の第１款病院事業収益、支出の第１款病院事業費用ともに、同額

の９億７，９１８万９千円で、収支差し引きゼロの予定額で、前年度当初と比較いたし

まして２，９６１万３千円、率にして３．１％の増の予定額でございます。

収入の第１款第１項の医業収益につきましては、前年度当初に比較して３，２０４万

円、率にして４．５％増の７億４，０１９万１千円を見込んでおります。

内訳となります入院収益では５億５，３００万２千円、また、外来収益につきまして

は、訪問看護指導を含め１億８，３６２万９千円となってございます。

第２項の医業外収益につきましては、前年度比較で２４２万７千円、率にして１％減

の２億３，８９９万８千円で、この内訳であります一般会計からの負担金につきまして

は２億３，７８５万２千円で、前年度比較で２４０万３千円の減となってございます。

一方、支出の第１款第１項の医業費用につきましては、前年度比較で３，２０５万１

千円、率にして３．６％増の９億２，９５７万１千円で、主な内訳は、職員の給与費、

各種賃金、法定福利等の給与費が５億３，７６８万５千円、医薬品、診療材料等購入の

材料費が１億４，７６１万５千円、電気・水道料の光熱水費や重油等の燃料費、各種業

務の業務委託料などの経費が１億６，１６８万２千円、減価償却費が８，０５９万８千

円となってございます。

第２項の医業外費用につきましては、前年度比較で２４３万８千円、率にして４．８

％減の４，８１１万８千円の計上でございます。

病院建設時の企業債３件分の支払い利息が主なものでございます。

第３項予備費につきましては、前年度同額の１５０万円を計上いたしております。

次のページをお願いいたします。

こちらのページ、予算第４条の資本的収入及び支出の予定額につきましては、収入で

は、該当する収入がなくゼロということでございます。

支出の第１款資本的支出は９，８７８万円で、前年度当初に比較して４６万６千円の

増と、ほぼ前年度と同額の予定額となってございます。

内訳になります第１項建設改良費は１，７８３万円の計上でございまして、この内訳

は、保護室や病室の改修工事費で８６６万５千円、医療器械などの購入で９１６万５千

円となってございます。
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第２項の企業債償還金につきましては、今の病院の建設時の企業債３件分の償還元金

の計上で７，９９５万円であります。

また、３項予備費につきましては、前年度同様の１００万円の計上でございます。

なお、資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額につきましては、過年度分損

益勘定留保資金により補てんしようとするものでございます。

次の第５条、一時借入金の限度額、第６条の予算の流用に関する事項、第７条のたな

卸資産の購入限度額につきましては、それぞれ記載のとおりの金額となってございます。

よろしくお願いします。

以上、平成２３年度市立大曲病院事業会計予算の概要について説明申し上げましたが、

よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。

○議長（児玉裕一君） 次に、日程第９０、議案第１０８号を議題といたします。

提案理由の説明を求めます。藤田水道局長。

○水道局長（藤田良雄君）【登壇】 予算書の５９３ページをお開き願います。

議案第１０８号、平成２３年度大仙市上水道事業会計予算につきまして、ご説明いた

します。

第１条の総則、平成２３年度大仙市上水道事業会計の予算につきましては、地方公営

企業法第２４条に基づき、本条以下第９条までの条項に必要な予算内容を定めたもので

あります。

第２条の業務の予定量につきましては、給水戸数が前年度比０．１％減の１万

３，６５４戸、年間総配水量は、前年度比０．５％増の４５１万９，７８２㎥、一日平

均配水量は、前年度比０．５％増の１万２，３８３㎥を予定しており、水道料金算定の

基礎となります有収水量を年間総配水量で割った有収率は、前年度と同率の９０％を見

込んでおります。

次に、第３条の収益的収入及び支出につきましては、収入第１款上水道事業収益は、

前年度比３．１％増の８億９，０５４万８千円を見込んでおり、第１項営業収益８億

５，９５０万２千円のうち、水道料金として水需要の大幅な伸びが見込まれないことか

ら、前年度比０．１％増の８億５，１５２万１千円、その他営業収益として、給水装置

工事設計審査手数料など７９８万１千円を計上しております。

第２項営業外収益１，９２２万８千円の主なものとしまして、他会計補助金２９９万
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円は、仙北南地区簡易水道事業にかかわる基準内繰入金、県からの補償金１，５３９万

１千円は、大曲橋架替事業に伴う既存取水施設撤去工事実施設計業務委託などでありま

す。

第３項特別利益１，１８１万８千円につきましては、固定資産売却益として金谷ポン

プ場の用地を秋田県に売却するもので、売却予定価額と帳簿価額の差額であります。

次に、支出第１款上水道事業費用は、前年度比１５．７％増の７億８，７８５万８千

円であります。

第１項営業費用６億８，４５８万７千円の主なものとしまして、職員２０名の給与費

１億６，４２２万７千円、水質検査経費、大曲橋架け替えに伴う既存取水施設及び導水

管撤去申請業務委託など委託料５，９１８万１千円、宇津台・玉川浄水場など施設の修

繕費３，０５２万３千円、減価償却費２億３，５７６万９千円、資産減耗費として金谷

ポンプ場撤去工事費など９，４３０万８千円であります。

第２項営業外費用１億７７万１千円の主なものとしまして、企業債利息６，４０３万

５千円、消費税及び地方消費税３，０３８万４千円であります。

第３項特別損失１００万円は、過年度損益修正損として、時効欠損、過年度分料金還

付金などであります。

第４項予備費は、１５０万円を計上しております。

収入及び支出の差し引きとしまして、消費税を控除しました純利益につきましては、

前年度比４４．１％減の９，８９３万９千円を見込んでおります。

５９４ページをお願いします。

次に、第４条、資本的収入及び支出につきましては、収入第１款資本的収入額を前年

度比８４．５％減の４，０５６万円、支出第１款資本的支出額を前年度比５３．８％減

の２億７，８６０万６千円を見込んでおります。

資本的支出額に対して不足する額２億３，８０４万６千円につきましては、過年度分

損益勘定留保資金１億３，２１５万７千円、減債積立金１億円、当年度分消費税及び地

方消費税資本的収支調整額５８８万９千円で補てんするものであります。

収入の内訳としまして、第１項工事負担金は、大曲駅前第二地区土地区画整理事業に

伴う配水管移設工事負担金など４，０４１万１千円、第５項固定資産売却代金は、金谷

ポンプ場用地を秋田県に売却するもので、昭和３８年に取得した帳簿価額の１４万９千

円を計上しております。
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支出の内訳としまして、第１項建設改良費１億６，５２０万７千円、第２項企業債償

還金１億１，３３９万９千円を計上しております。

建設改良費の主なものは、配水管布設工事１地区、配水管改良工事６地区、配水管移

設工事２地区を予定しております。

そのうち、配水管布設工事の内小友字仙北屋地区及び配水管改良工事の大曲住吉町地

区、大曲栄町地区、大曲西根字小館地区の合わせて４地区につきましては、「大仙市経

済・雇用・生活緊急対策本部」の第３次行動計画に基づき、切れ目のない企業支援とし

まして前倒しで発注し、２月２４日に契約しております。

第５条は、債務負担行為をすることができる事項について期間及び限度額を定めるも

ので、大曲橋架け替えに伴う水道施設整備事業の配水管橋梁添架工事の期間を平成２４

年度とし、限度額２億１，３００万円の債務負担行為の設定をお願いするものでありま

す。

５９５ページをお願いします。

第６条、一時借入金の限度額、第７条、予定支出の各項の経費の金額を流用すること

ができる場合、第８条、議会の議決を経なければ流用することのできない経費、第９条、

たな卸資産の購入限度額につきましては、記載のとおりであります。

以上、議案第１０８号につきましてご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、

ご承認賜りますようお願い申し上げます。

○議長（児玉裕一君） これにて本定例会に上程されました議案についての説明が終了い

たしました。

○議長（児玉裕一君） お諮りいたします。議案等調査のため、３月１日から３月６日ま

で６日間、休会いたしたいと思います。これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（児玉裕一君） ご異議なしと認めます。よって、３月１日から３月６日まで６日

間、休会することに決しました。

○議長（児玉裕一君） 以上で本日の日程はすべて終了いたしました。

本日はこれをもって散会し、来たる３月７日、本会議第２日を定刻に開議いたします。



- 71 -

長時間にわたり、大変ご苦労様でした。

午後 ３時２６分 散 会
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